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平成２４年第５回邑南町議会定例会（第１日）会議録

１．招集月日 平成２４年 ８ 月２２日 告示

２．招集の場所 邑南町役場 議場

３．開 会 平成２４年 ９ 月 ４ 日（火） 午前 ９ 時３０分

散会 午後 ２ 時 ６ 分

４．応招議員

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 大 屋 光 宏 ２番 宮 田 秀 行 ３番 中 村 昌 史 ５番 日野原 利郎

６番 清 水 優 文 ７番 辰 田 直 久 ８番 亀 山 和 巳 ９番 日 高 學

１０番 石 橋 純 二 １１番 高 本 勝 藏 １２番 山 中 康 樹 １３番 三 上 徹

１４番 長谷川 敏郎 １５番 日 高 勝 明 １６番 松 本 正

５．不応招議員 なし

６．出席議員 １４名

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１番 大 屋 光 宏 ２番 宮 田 秀 行 ３番 中 村 昌 史 ５番 日野原 利郎

６番 清 水 優 文 ７番 辰 田 直 久 ８番 亀 山 和 巳 ９番 日 高 學

１０番 石 橋 純 二 １１番 高 本 勝 藏 １２番 山 中 康 樹 １３番 三 上 徹

１４番 長谷川 敏郎 １５番 日 高 勝 明

７．欠席議員 １名

議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名 議席 氏 名

１６番 松 本 正

８．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 石 橋 良 治 副町長 桑 野 修 総務課長 藤 間 修

危機管理課長 細 貝 芳 弘 定住促進課長 原 修 企画財政課長 沖 幹 雄

情報推進課長 小 林 雅 博 町民課長 服 部 導 士 税務課長 三 上 俊 二

福祉課長 飛 弾 智 徳 農林振興課長 坂 本 敬 三 商工観光課長 日 高 始

建設課長 森 上 寿 水道課長 上 田 英 至 保健課長 日 高 誠

会計管理者 安 原 賢 二 瑞穂支所長 藤 田 憲 司 羽須美支所長 福 田 誠 治

教育委員長 河 野 義 則 教育長 土 居 達 也 学校教育課長 田 中 節 也

生涯学習課長 森 岡 弘 典 農業委員会長 田 中 正 規 監査委員 實 田 譲

９．本会議に職務のため出席した者の氏名

議会事務局長 屋 原 進 事務局係長 日 高 泉

１０．町長提出議案の題目 別紙のとおり

１１．会議録署名議員の氏名

議席 氏 名 議席 氏 名

１１番 高 本 勝 藏 １２番 山 中 康 樹

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。
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平成２４年第５回邑南町議会定例会議事日程（第１日）

平成２４年 ９ 月 ４ 日（火） 午前 ９ 時３０分開議

開会、開議宣告

議事日程の報告

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 中間行政報告

日程第４ 報告事項

報告第 ６ 号 邑南町開発公社の経営状況の報告について

報告第 ７ 号 邑南町土地開発公社の経営状況の報告について

報告第 ８ 号 平成２３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

報告第 ９ 号 平成２３年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告について

報告第 １０ 号 例月現金出納検査結果報告について

日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決

議案第 ７０ 号 人権擁護委員候補者の推薦について

日程第６ 議案の上程、説明

議案第 ７１ 号 専決処分の承認を求めることについて

議案第 ７２ 号 平成２３年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７３ 号 平成２３年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７４ 号 平成２３年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定

につい て

議案第 ７５ 号 平成２３年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７６ 号 平成２３年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７７ 号 平成２３年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７８ 号 平成２３年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 ７９ 号 邑南町防災会議条例の一部改正について

議案第 ８０ 号 邑南町災害対策本部条例の一部改正について

議案第 ８１ 号 邑南町下水道条例の一部改正について

議案第 ８２ 号 邑南町情報通信施設条例の一部改正について

議案第 ８３ 号 邑南町健康センター基金条例の制定について

議案第 ８４ 号 邑南町日本一の子育て村推進本部設置条例の制定について

議案第 ８５ 号 財産の取得について

議案第 ８６ 号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定につ

いて

議案第 ８７ 号 平成２４年度邑南町一般会計補正予算第３号について

議案第 ８８ 号 平成２４年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号について

議案第 ８９ 号 平成２４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第１号につ

いて
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議案第 ９０ 号 平成２４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号について

議案第 ９１ 号 平成２４年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号について

議案第 ９２ 号 平成２４年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について

議案第 ９３ 号 平成２４年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号について

日程第７ 請願文書表

請願第 ２ 号 消費税増税に反対する意見書提出を求める請願

請願第 ３ 号 オスプレイの配備・低空飛行訓練中止を求める請願

平成２４年第５回邑南町議会定例会（第１日）会議録

平成２４年 ９ 月 ４ 日（火）

―― 午前 ９ 時３０分 開会 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

開会宣告

おはようございます。本日、議長が病気療養のため欠席されております。●屋原事務局長（屋原進）

これにつきましては、地方自治法第１０６条第１項の規定により、副議長が議長の職務を行うこと

となっております。石橋、石橋副議長には、議長席にお着きいただきますようお願いいたします。

（石橋副議長「議長席に着席 ）」

おはようございます。議長が欠席されておりますので、私が議長の職務を務め●副議長（石橋純二）

させていただきます。それでは定足数に達しておりますので、ただ今から平成２４年第５回邑南町

議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お手元に配付しておりますとお

りですので、ご覧いただきたいと思います。これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

あらかじめお手元に配布したとおりです。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１１番高本議員、１２番山中●副議長（石橋純二）

議員、お願いをいたします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第２ 会期の決定

日程第２、会期を、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。本●副議長（石橋純二）

定例会の会期は、本日９月４日から９月１４日までの１１日間といたしたいと思います。これにご

異議はごさいませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。したがいまして、会期は本日９月４日から９月１４日ま●副議長（石橋純二）

での１１日間とすることに決定をいたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第３ 中間行政報告

日程第３、町長中間行政報告。これより町長に中間行政報告及び諸般の報告を●副議長（石橋純二）

行っていただきます。



- 4 -

議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

平成２４年第５回邑南町議会定例会の開会にあたり、諸議案の説明に先立ち●石橋町長（石橋良治）

まして、決算状況、財政状況及び現在進めています諸施策等についてご報告申しあげ、町議会並び

に町民各位のご理解とご協、ご協力を賜りたいと存じます。初めに、平成２３年度における各会計

の決算につきましては、本定例会にご承認をお願いするよう提案していますが、その概要につきま

しては、ご説明いたします。まず、一般会計につきましては、歳入総額１２９億２千７５０万７千

６３２円に対しまして歳出総額１２７億６千２１９万２千８５３円で、差し引き１億６千５３１万

４千７７９円の黒字でございましたが、繰越明許によります翌年度へ繰り越すべき財源は、２千３

、 。４１万５千円を差し引きますと 実質収支額は１億４千１８９万９千７７９円の黒字でございます

次に、特別会計についてでございますが、国民健康保険事業特別会計は、歳入総額１４億８千８２

５万９千２２円に対しまして、歳出総額１４億８千７９５万７千７８２円で、差し引き３０万１千

２４０円の黒字。国民健康保険直営診療所事業特別会計は、歳入総額９千６６１万３千８６１円に

対しまして、歳出総額９千４７６万９千３６円で、差し引き１８４万４千８２５円の黒字。後期高

齢者医療事業特別会計は、歳入総額３億４千５６１万８千１１６円に対しまして、歳出総額３億４

千２４８万２千８２９円で、差し引き３１３万５千２８７円の黒字。簡易水道事業特別会計は、歳

入総額６億５千９０６万６７２円に対しまして、歳出総額６億５千３２５万２千６４９円で、差し

引き５８０万８千２３円の黒字。下水道事業特別会計は、歳入総額１０億４千５７２万９千６０６

円に対しまして、歳出総額１０億３千４９０万３千６３３円で、差し引き１千８２万５千９７３円

の黒字。電気通信事業特別会計は、歳入総額３億５千４６５万６千５３８円に対しまして、歳出総

額３億４千９１９万１千８０６円で、差し引き５４６万４千７３２円の黒字でございます。決算に

基づく普通会計の財政指数につきましては、経常収支比率は９３．４％で、前年対比で６．９ポイ

ントの上昇となっております。財政健全化法に係る判断基準のうち、実質赤字比率、連結実質赤字

比率については赤字額がないため早期健全化基準に該当する数値はございません。実質公債費比率

は１５．７％、将来負担比率は１５４．１％となっていますが、いずれも早期健全化基準となる数

。 、 、値を下回っています 簡易水道事業特別会計 下水道事業特別会計に係る資金不足比率については

資金不足がないため経営健全化基準に該当する数値はございません。詳細につきましては、後ほど

議案を提出する際にご説明いたしますのでよろしくお願いいたします。次に、本年度の財政運営に

ついて申しあげます。本年度の普通交付税の配分が７月２４日に決定されました。概要は、普通交

付税は６２億３２２万８千円、臨時財政対策債発行可能額は３億９千８８０万２千円で、合わせて

６６億２０３万円となり、平成２３年度と比較して１.２％の増加、額にして７千８３８万３千円

の増額となっています。この増額につきましては、公債費算入分の伸びや、基準財政収入額の減少

。 、 、が主な要因でございます そして 国の経済対策関係により算入されています臨時費目の地域経済

雇用対策費の伸びも要因となっています。なお、本年度の一般会計予算の方ですが、この配分結果

に基づきまして、今回の補正予算で、普通交付税を２千７７７万２千円減額、臨時財政対策債を９

千２８０万円増額、繰越金を１億３千１８９万９千円増額する、することとしていますのでよろし

くお願いいたします。次に、過疎法の延長、合併特例債発行期限の延長について申しあげます。過

疎地域自立促進特別措置法について、平成２２年の法改正後、その効力は平成２８年３月３１日ま

でとされていましたが、昨年の東日本大震災の発生により、被災市町村において法の期限内に総合

的かつ計画的な施策を展開することが困難な状況が生じたため、現行法を５年間延長する過疎地域
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自立促進特別措置法が、本年６月２７日に公布、施行されました。さらに同日付で、東日本大震災

による被害を受けた合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部を改正する法律が公布、施

行され、東日本大震災の被災市町村以外の合併市町村においても合併特例債を起こすことができる

期間が５年間延長されました。これにより平成３１年度まで合併特例債を起こすことが可能となり

ました。なお、市町村合併特例事業は市町村建設計画に基づく事業であるとされていることから、

延長された期間も事業実施しようとする場合は、その計画期間等について市町村建設計画を変更す

。 、 、 、 。る必要がございます 邑南町としても 今後 計 計画変更に向けて取り組みたいと考えています

どちらも邑南町の財政運営にとっては大変ありがたいことだと考えております。次に、エネルギー

施策について申しあげます。小水力発電の立地可能性調査についてでございますが、６月から７月

にかけまして、職員エネルギー政策研究会員により、町内の河川や水路約３０か所の調査を行いま

した。このうち数か所について、県の小水力発電導入調査事業により調査分析していただくため、

県農林水産部農地整備課に報告いたしました。今後、町の方でもポイントを絞り調査を委託するこ

ととしています。７月１日からスタートしました邑南町住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

につきましては、公称最大出力１kＷあたり１万円を助成、括弧４万円、４万円を限度とするもの

ですが、８月末現在で１１件の申請があり総額４１万７千円の交付決定をしています。次に、日本

一の子育て村推進本部の設置について申しあげます。子育て支援を総合的、かつ積極的に推進する

ことを目的に、本部会議、幹事会及び部会の３つで構成する邑南町日本一の子育て村推進本部を設

置することとし、今議会に設置条例案を上程しています。体制を強化し、より充実した子育て支援

の推進を図りたいと考えています。次に、三江線の利用促進について申しあげます。今年度、三江

線増便の社会実験が実施されます。期間は平成２４年１０月１日から１２月３１日までの３か月間

で、実施主体は邑南町も加入する三江線活性化協議会とＪＲ西日本米子支社でございます。これは

現行の鉄道ダイヤに加えバスによる増便を実施するというもので、バスダイヤは利用者の要望が多

かった時間帯に増便されることになっています。次に、商工及び観光振興について申しあげます。

まず、昨年３月に策定した邑南町農林商工等連携ビジョンに掲げられた成果目標の達成に向け、邑

南町観光協会にアクションプランの原案策定を依頼し、現在策定委員の公募が行われています。内

容については邑南町農林商工等連携サポートセンターにおいて決定し、ビジョンの実現に向けて努

力してまいりたいと考えています。次に、田舎ツーリズム事業について申しあげます。昨年度に引

き続き島根県が実施する田舎ツーリズムを活用した福島県の子どもたちの受け入れにつきまして

は、７月下旬から受け入れを行なっており、８月末現在で２４家族、６３名が島根県に滞在されま

した。本町には７家族２２名が滞在され、本町の自然や歴史、地域の方々と触れ合いながらゆった

りと過ご、過ごしていただきました。次に、危機管理課の関係について申しあげます。最初に防災

訓練についてでございますが、６月２５日に今年度２回目の職員による訓練を実施いたしました。

訓練の内容は、早朝、全職員による通信伝達と幹部職員の参集でございます。役場２階大会議室を

災害対策本部と想定し、幹部職員による机上訓練を行いました。この訓練から得られた課題につき

ましては、整理して今後の体制整備に活かすこととしています。次に、全国瞬時警報システム、Ｊ

アラートについて報告いたします。国は、６月２８日に町の防災行政無線を通じて、自動放送訓練

を実施しました。結果は予定どおり午前１０時１５分に戸別受信機と屋外拡声子局により、局より

緊急地震速報を想定した内容が全町に流れました。この導通試験においては、特に問題の発生はご

ざいませんでした。この訓練でございますが、今後も年に数回行われます。次回は今月１２日の予

定で、町民の皆さまには、事前に広報等で周知することとしています。次に、交通安全について申
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しあげます。５月１２日に県道吉田邑南線、旧瑞穂地域出羽地内において死亡事故が発生し、その

僅か２か月余りの７月１３日、再び邑南町上亀谷地内の国道２６１号線において軽四輪自動車と大

型自動車による正面衝突が発生し、２名の高齢者が亡くなるという交通死亡事故が発生いたしまし

た。こうした事故を受けて、交通安全パレード、街頭指導、チラシ配布などを行い、交通安全意識

高揚を図るとともに、交通事故のない安全な町をめざしたいと考えています。次に、口羽保育所移

。 、転改築工事について申しあげます 輪之内遺跡の発掘調査につきましては８月中旬に調査が終了し

出土した石棺を羽須美支所敷地入口に移設する予定でございます。この間、７月末に地元集落と保

育所保護者への説明会を開催しています。保育所の本体工事につきましては、瑞穂福祉会により９

月１３日に入札が行われる予定でございまして、来年３月の竣工をめざして着工されることになっ

ています。次に、阿須那保育所の移転改築に係る対応について申しあげます。阿須那保育所につき

ましては、口羽保育所に続いて、平成２５年度に移転改築へ着手することでご理解を得ているとこ

ろでございますが、平成２５年度の財源確保は未確定でございます。このような中、平成２４年度

事業において島根県より追加要望の調査がございました。町といたしましては、財源確保の観点か

らこのたびの追加要望に申請し、平成２４年度事業として着手し、平成２５年度に繰越して実施し

。 、 。たいと考えていますのでご理解いただきたいと思います 次に 農林業振興について申しあげます

まず、水稲の需給調整につきましては、水稲配分面積千１１３ｈａに対して、最終確定前の速報値

として、作付面積千１１１ｈａとなっており、作付率は９９．８、９９.８５％となっています。

また、飼料用稲５７ｈａ、大豆１９ｈａ、そば３.５ｈａとなっており、土地利用型作物への切り

替えも進んできています。一方、作柄につきましては、民間データ機関によりますと、全国の作柄

はやや良、中国地方は平年並みと予想されています。米価につきましては、昨年に比べ１５％程度

の増額が見込まれており、農家にとっては明るい材料となっています。次に、第２期目を迎えた農

地水保全管理支払交付金につきましては、参加面積が８ｈａ増加し、千６２９ｈａとなったところ

でございます。引き続き農道、水路等の長寿命化に取り組んでまいります。次に、今年度設置した

邑南町鳥獣被害対策実施隊についてでございますが、実施隊員は全町で４８名を任命し、内訳は民

間隊員４３名、公務員４名、特別隊員１名でございます。８月１５日現在、ヌートリアの捕獲、捕

獲や熊の警戒、監視活動等の実績がございます。次に、建設関係の事業について申しあげます。今

定例会から、邑南町発注の公共事業につきましては、別紙一覧表で発注状況をご報告させていただ

きたいと思いますのでそちらをご覧くださいませ。まず、あのぅ、県道改良事業でございますが、

浜田作木線におきましては先般８月８日に雪田工区、伏谷トンネルの開通式を終え供用開始したと

ころでございます。また、鳴滝工区も７月１０日より一部区間の供用を開始しており、各工区予定

どおり工事が進んできています。河川、砂防関係の事業でございますが、河川事業では引き続き出

羽川における２か所の河川改良事業を実施していただきます。また、県単砂防事業、井原地区の桧

ノ迫川については、用地調査、用地補償を引き続き進めていただいているところでございます。災

、 、 、 、 、害復旧工 事業でございますが ７月の集中豪雨による災害は 農地１０か所 農業用施設５か所

公共土木施設２か所、林道施設７か所となっています。９月中旬から１０月中旬に査定を受けて、

早期復旧をめざし実施してまいります。次に、学校教育関係について申しあげます。まず、邑南町

の教育のあり方について申しあげます。邑南町教育のあり方検討委員会からの答申を受けて、あり

方の素案をもとに学校やＰＴＡ連合会、社会教育委員、公民館など各方面との意見交換を行ったう

えで、今後の邑南町の教育が進むべき姿について議論を進めており、今議会においてまとめとして

提出いたします。次に、英語指導助手の配置について申しあげます。ＡＬＴとして語学教育に貢献
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していただいた、スティーブン・オリバー・ライアンさんが任期満了により母国に帰国す、帰国さ

れたことに伴い後任として、デレン・アダム・シールさんが着任し、２学期から小学校の英語指導

にあたっていただきます。次に、スクールバスの業務委託について申しあげます。７月２３日に発

生した羽須美田所線における車内事故につきましては、町としての運行管理上の責任を重く受けと

めるとともに、おけが、おけがをされた方に深くお詫び申しあげます。この事故を受けて、受託業

者から運行業務委託契約の解除の申し入れがありましたので、新たに、新たな運行委託契約に向け

て、手続きを行う必要が生じました。委託先につきましては、複数年の契約期間による一般競争入

札で決定しようと考えていますので、入札執行には、来年度以降の債務負担行為の議決を得なけれ

ばなりませんが、早急に入札手続きに取り掛かる必要があるため、専決処分させていただいており

ますので本定例会でご承認をお願いいたします。次に、生涯学習関係について申しあげます。社会

、 、 、体育関係では 町体育協会と連携して ８月４日５日にＮＥＣ女子バレーボール部を指導者に招き

町内をはじめ県内外から２０チーム、約２４０名の参加を得てバレーボール教室を開催するととも

に、Ｖリーグ交流試合には約２００名の観戦者があり、全国トップレベルのバレーの技術やトレー

ニング方法などについて学ぶことができました。そのほか、平和教育の一環として、本年で第２５

回目となった歩こう広島までは中学生から大人まん、大人まで約７０名の参加があり、町民から託

された千羽鶴を原爆の子の像に捧げるとともに、広島市長に平和メッセージを届けました。参加し

た皆さんには平和と戦争について身を持って考えてもらうことができたと考えています。以上、９

月議会定例会の開会にあたり、本年度の、本年度の諸施策について、中間行政報告をさせていただ

きました。なお、本定例会に提案いたします議案は、人事案１件、補正予算の専決処分の承認を求

める件が１件、決算認定案７件、条例案６件、補正予算案７件、その他案２件、合わせて２４件と

しています。諸議案の詳細につきましては、後ほど担当課長から説明させますので、何とぞ、慎重

にご審議の上、適切な議決を賜りますようお願いを申しあげます。続きまして、諸般の報告をさせ

ていただきます。お手元に資料をＮｏ．１、Ｎｏ．２をお配りしておりますので、それをご覧にな

っていただきたいと思います。まず、あのぅ、邑智郡総合事務組合の決算についてでございます。

平成、平成２４年第２回邑智郡総合事務組合議会定例会が８月７日に開催され、平成２３年度の事

業報告並びに決算報告が承認されましたので、その概要についてご報告申しあげます。まず、一般

会計でございますが、歳入総額は１１億７千７０８万５千円で前年度に比べ４億８千７５４万５千

円の減額でございます。歳入の主なものは、情報処理システム導入費負担金が７千５４３万４千円

の増額、会館償還金負担金が５千７５２万７千円の減額、し尿処理建設費負担金が５千９１８万４

千円の減額、一般廃棄物処理事業債が４億３千９３０万円の減額などでございます。歳出総額は１

。 、１億１千３５７万円で前年度に比べ５億２６５万６千円の減額となっています 歳出の主なものは

ごみ焼却処理施設整備費が４億８千８１４万５千円の減額、ふるさと会館償還金が５千７５２万７

千円の減額などでございます。歳入歳出差引額及び実質収支額は、６千３５１万５千円でございま

す。また、清掃費に関します各処理量につきましては、し尿処理量が、１万１千３１２キロリット

ルで前年度に対し、３２８キロリットル減少いたしました。その内容といたしましては、生し尿が

、 。前年に引き続き１８６キロリットル減少し 浄化槽汚泥も１４２キロリットルの減少となりました

搬入されるし尿等の全体量に占める浄化槽汚泥の割合は年々増加し７２％になっています。ごみ処

理量の実績は、ごみ搬入総量が４千６８５ｔで前年度に比べ７０．３ｔの増量となりました。ごみ

焼却量は、平成２２年度の焼却処理施設基幹的整備工事により、民間処理業者で委託処理しました

ので、組合の焼却施設での焼却量は大幅に減少し、前年度比較では７１０ｔの増加となりました。
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次に、介護保険特別会計について申しあげます。歳入総額は３５億３千７２０万５千円で、前年度

より３５８万５千円の増額でございます。歳出総額は３５億２千６、２６９万８千円で、前年度に

比べ５千５８１万３千円の増額となっており、歳入歳出差引額及び実質収支額は１千４５０万７千

円でございます。平成２３年度は、第４期介護保険事業計画の最終年で、年度でございました。被

保険者等の状況は、平成２４年３月末で第１号被保険者は８千４５９人で１０９人の減、認定者数

は２千３８人で３３人の増、認定率は２４．１％で、０．７％の増となっています。また、介護サ

ービス受給者数は、居宅サービスは１千１９２人、地域密着型サービスは１００人、施設サービス

は４６６人、合計で１千７５８人となり６３人の増でございます。保険給付費は、総額３２億７千

１２６万２千円で前年度と比べ、２千５８２万１千円の増額となっています。これは、居宅サービ

スが１．８％増加、地域密着型サービスが６．８％増加したためでございます。地域密着型サービ

スが伸びた要因としましては、小規模多機能型居宅介護サービスが３事業所開設したためでござい

ます。サービス種、種類別で伸び額の大きいのは、介護老人保健施設で約３千１００、約３千１３

万円の増額、小規模多機能型居、居宅介護で約１千６１２万円の増額でございます。一方、減少額

が大きいサービスは、介護療養型医療施設で約２千３３万円の減額、介護老人福祉施設で約１千６

３６万円の減額でございます。給付費準備基金につきましては、平成２２年度末残高１千、１億８

千２６９万２千円でございましたが、基金の取り崩しや戻し入れなどにより、平成２３年度末の残

高は１億４千６００万５千円となりました。また、介護従事者処遇改善臨時特例基金につきまして

は、平成２２年度末残高８５８万３千円に対し、基金の取り崩し等で残高は２１４万８千円となり

ました。同基金は平成２４年３月３０日に解散し、平成２４年度において国へ返還することにして

います。介護保険料の収納状況は、平成２３年度末の未納額が総額２９４万３千円で未納者は５４

人、収納率は９９．３％でございます。未納者に対しては、給付制限などの不利益処分が発生しな

いよう、事務組合と３町が連携をとりながら、早期完全納付の督促活動を継続してまいります。ま

た、平成２４年度の一般会計補正予算と介護保険特別会計補正予算が承認されましたが、一般会計

につきましては、歳入は繰越金、歳出はシステム作業委託料とごみ処理施設維持工事費の補正に伴

うものでございます。介護保険特別会計につきましては、歳入は過年度分介護給付費交付金と繰越

金、歳出は基金積立金と返還金の補正に伴うものでございます。以上ご報告を申しあげます。

以上で、町長の中間行政報告及び諸般の報告は終了いたしました。●副議長（石橋純二）

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第４ 報告事項

日程第４、報告事項。報告第６号邑南町開発公社の経営状況の報告についてか●副議長（石橋純二）

ら、報告第１０号例月現金出納検査結果報告についてまでの５件につきまして、それぞれ報告がご

ざいました。お手元にその写しを配布しておりますので、ご了承ください。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第５、先議といたしまして、議案の上程、説明、質疑、討論、採決に入り●副議長（石橋純二）

ます。議案、議案第７０号人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたします。提出者から提

案理由の説明を求めます。

議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第７０号の提案理由をご説明申しあげます。人権擁護委員の推薦につき●石橋町長（石橋良治）
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意見を求めることについてでございますが、最近の人権擁護行政をとりまとまく、とりまく諸情勢

は、幼児、児童に対する虐待やいじめ、体罰など子供に関する問題、高齢者や障害者に関する問題

あるいは夫婦間、親子間の問題など、多岐にわたり複雑化しています。こうした地域社会の中にあ

って、人権擁護委員は、これらの諸問題に理解をもって取り組み、気軽に相談に応じ、その解決に

熱意を有する候補者を、市町村長が議会の意見を聞いて、法務大臣に対し推薦するものでございま

す。議案第７０号において推薦につき意見を求めようとする森脇鈴枝氏につきましては、平成２２

。 、 、年１月１日から人権擁護委員として活躍いただいています このたび 任期切れを迎えるにあたり

その手腕を引き続き発揮していただきたくお願いしたいと思います。

以上で、提出者の説明は終了いたしました。ここで、お諮りをいたします。議●副議長（石橋純二）

案第７０号につきましては、人事案件でございますので、質疑、討論を省略して、直ちに採決いた

したいと思いますが、これにご異議はありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。したがいまして、議案第７０号につきましては、質疑、●副議長（石橋純二）

討論を省略して直ちに採決することに決定をいたしました。これより議案第７０号を採決いたしま

す。議案第７０号ついて適任と認めることに賛成の方の挙手を求めます。

（全員賛成）

全員賛成。したがいまして、議案第７０号人権擁護委員候補、候補者の推薦に●副議長（石橋純二）

つきましては、原案を適任とすることに決定をいたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第６ 議案の上程、説明

続きまして、日程第６、議案の上程、説明に入ります。議案第７１号専決処分●副議長（石橋純二）

の承認、承認を求めることについて。議案第７２号平成２３年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認

定について。議案第７３号平成２３年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。議案第７４号平成２３年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定

について。議案第７５号平成２３年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。議案第７６号平成２３年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案

第７７号平成２３年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７８号平成

２３年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７９号邑南町防災会議

条例の一部改正について。議案第８０号邑南町災害対策本部条例の一部改正について。議案第８１

号邑南町下水道条例の一部改正について。議案第８２号邑南町情報通信施設条例の一部改正につい

て。議案第８３号邑南町健康センター基金条例の制定について。議案第８４号邑南町日本一の子育

て村推進本部設置条例の制定について。議案第８５号財産の取得について。議案第８６号邑南町辺

地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定について。議案第８７号平成２４

年度邑南町一般会計補正予算第３号について。議案第８８号平成２４年度邑南町国民健康保険事業

特別会計補正予算第２号について。議案第８９号平成２４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業

特別会計補正予算第１号について。議案第９０号平成２４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算第１号について。議案第９１号平成２４年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号

について。議案第９２号平成２４年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について。議案第

９３号平成２４年度邑南町電気事、電気通信事業特別会計補正予算第２号について。以上、２３議

案を一括上程いたします。執行部の説明を求めます。
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議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第７１号専決処分の承認を求めることについてでございますが、これは●石橋町長（石橋良治）

平成２４年度邑南町一般会計補正予算第２号により、債務負担行為の補正について専決処分したも

。 、 。のでございます 詳細につきましては 企画財政課長から説明させますのでよろしくお願いします

番外。●沖企画財政課長（沖幹雄）

はい、沖企画財政課長。●副議長（石橋純二）

議案第７１号専決処分の承認を求めることについて、平成２４年度一般●沖企画財政課長（沖幹雄）

会計補正予算第２号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きいただきたいと思い

ます。補正予算第２号は債務負担行為の補正のみでございます。２ページをお開きください。債務

負担行為補正でございます。事項は羽須美地域スクールバス運行業務経費、期間は平成２５年度か

、 、 。 、ら平成２６年度 限度額は運行 管理委託費用としております 専決処分した理由でございますが

現在の運行委託先業者から委託契約解除の申し入れがあり、早急に新たな業者を選定する必要があ

ることから８月２９日専決処分したものでございます。新たな契約については、年度内の残りの期

間だけでなく、平成２６年度までの複数年契約としたいので、邑南川本線の例によって債務負担行

為を設し、設定したものでございます。以上でございます。

議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第７２号から議案第７８号までの提案理由をご説明申しあげます。これ●石橋町長（石橋良治）

らの議案は、平成２３年度の各会計の決算につきまして、議会の議決を求めるものでございます。

一般会計につきましては、歳入決算額１２９億２千７５０万８千円、歳出決算額１２７億６千２１

９万３千円、歳入歳出差引１億６千５３１万５千円となっています。国民健康保険事業特別会計に

つきましては、歳入決算額１４億８千８２５万９千円、歳出決算額１４億８千７９５万８千円、歳

入歳出差引３０万１千円となっています。国民健康保険直営診療所事業特別会計につきましては、

歳入決算額９千６６１万４千円、歳出決算額９千４７６万９千円、歳入歳出差引１８４万５千円と

。 、 、なっています 後期高齢者医療事業特別会計につきましては 歳入決算額３億４千５６１万８千円

歳出決算額３億４千２４８万３千円、歳入歳出差引３１３万５千円となっています。簡易水道事業

特別会計につきましては、歳入決算額６億５千９０６万円、歳出決算額６億５千３２５万２千円、

歳入歳出差引５８０万８千円となっています。下水道事業特別会計につきましては、歳入決算額１

０億４千５７２万９千円、歳出決算額１０億３千４９０万３千円、歳入歳出差引１千８２万６千円

となっています。電気通信事業特別会計につきましては、歳入決算額３億５千４６５万７千円、歳

出決算額３億４千９１９万２千円、歳入歳出差引５４６万５千円となっています。一般会計、特別

、 、 、会計合わせまして 歳入決算額１６９億１千７４４万５千円 歳出決算額１６７億２千４７５万円

歳入歳出差引１億９千２６９万５千円となり、一般会計の繰越すべき財源を除いた実質収支は、１

億６千９２８万円となっています。以上、詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させま

すので、よろしくお願いします。

番外。●沖企画財政課長（沖幹雄）

はい、沖企画財政課長。●副議長（石橋純二）

議案第７２号平成２３年度邑南町一般会計歳入歳出、歳出決算の認定に●沖企画財政課長（沖幹雄）

ついて、ご説明申しあげます。決算書をお開きいただきたいと思います。１ページをお開きくださ
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い。１ページから１０ページまでにつきましては歳入歳出、歳出決算書ですが、主な項目の説明は

事項別明細書の方において説明いたしますので、ここでは合計額のみ申しあげます。５ページをお

開きください。歳入合計でございますが、予算額１２９億６千３８４万７千円に対しまして、調定

額は１３０億４千４４９万７７２円、収入済額が１２９億２千７５０万７千６３２円、不能欠損額

が１６０万３千９５６円、収入未済額が１億１千５３７万９千１８４円でございます。収入済額は

前年度に比べ４.７％の減少、額にして６億３千６７４万２千円の減少でございます。続いて９ペ

ージをお開きください。歳出の合計でございます。予算額は歳入と同額でございます。支出済額は

１２７億６千２１９万２千８５３円、翌年度への繰越額が８千３１８万３千円、不用額が１億１千

８４７万１千１４７円でございます。支出済額は前年度に比べ４.２％減少、額にしまして５億６

千４４７万１千円の減少でございます。歳入歳出差、差し引き残高は、１億６千５３１万４千７７

９円でございます。主な項目については事項別明細書で説明いたしますので、まず１１ページをお

開きください。ページ数が多く２００ページにおよ、及びますので主なもののみ説明させていただ

きます。まず、町税でございます。一番上の町税全体の額でございますが、調定額が１０億７千７

９６万１千２６３円、これは前年度に比べ０．２％の減少でございます。これに対しまして収入済

額が１０億４千１５万３千８０６円、収納率９６．５％でございます。前年度が９７．２％でござ

いましたので０．７％下がっております。不能欠損額は４７件で１６０万３千９５６円。収入未済

。 。額が４３２件で３千６２０万３千５０１円となっております 続いて１３ページをお開きください

２款の地方譲与税でございますが、収入済額が１億７千７２４万５千２１８円で前年度に比べ１．

７％減少しております。続いて１５ページをお開きください。６款の地方消費税交付金でございま

すが、収入済額が１億４０２万３千円でございます。これは前年度に比べ３．４％減少しておりま

す。続いて１７ページをお開きください。９款の地方特例交付金でございますが、これは前年度並

みの収入済額となっております。続いて１０款地方交付税でございますが、収入済額が６８億６千

１４８万３千円です。これは歳入総額の５３％を占めております。前年度と比べまして０．６％の

減少、金額にしまして約４千万円の減少でございます。続いて１９ページをお開きください。１２

款分担金及び負担金のところでございますが収入未済額がございます。まず、農林水産業費分担金

の農業費分担金のところでございますが、２件ございまして１件目は過年度分の堆肥化処理施設整

、 。 。備事業費分の整備事業分担金２ ２３７万３千３７０円でございます 前年度と同額でございます

それからもう１件が農地農業用施設単独災害復旧事業負担金６万５千１００円でございます。この

６万５千１００円につきましては今年度に入り既に納入されております。それからその下の林業費

分担金でございますが、これは平成２３年度から平成２４年度へ繰り越しました林地崩壊防止事業

の分担金２００万円でございます。それから下の方へ行っていただきまして児童福祉費負担金、保

育料でございますが収入済額が３千４４５万９千６１０円、前年度に比べまして約３千４００万円

の減額となっております。これは日本一の子育て事業によりまして２子以降無料化したためでござ

います。それから収入未済額が１０８万５千７２０円ございます。これにつきましては前年度に比

べまして大幅に減少しております。一番下の老人福祉費負担金のとこにも収入未済がございます。

過年度分の負担金でございまして１件４００、１件でして４３万８００円でございます。前年度と

同額でございます。続いて２１ページをお開きください。２番目のとこの教育費負担金、学校給食

費負担金でございますが、ここにも収入未済額が１件ございます。過年度分で４万７千７９０円で

ございます。現年度分の納付率は１００％でございます。続いて１３款使用料及び手数料でござい

ますが、総務手数料のとこに１件未済がございます。行政財産使用料で４万３千４８９円でござい
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ます。それから衛生使用料の保健衛生費使用料でございますが、斎場使用料１件２万円の未済がご

ざいます。これにつきまして既に今年度に入り納入されております。続いて２３ページをお開きく

ださい。６目土木使用料、土木施設使用料、これは住宅料でございますが、収入未済額が１４７万

５千４０５円でございます。前年度に比べ２０．５％減少しております。次に２５ページをお開き

ください。１４款国庫支出金でございますが、収入済額が９億８千２３万７千６０３円で前年度に

比べ３２．６％減少しております。ここにも収入未済額がおりますが、これにつきましては２７ペ

ージをお開きください。一番上のとこでございますが、公共土木施設災害復旧費負担金３１７万３

千円、これは公共土木施設災害の繰越事業に係る国庫負担金でございます。次に２９ページをお開

きください。１５款県支出金でございます。収入済額が８億６千９７８万２千９９５円、前年度に

比べ２０．７％減少でございます。ここでも収入未済が２件ございます。３３ページをお開きくだ

さい。１件目ですが一番下のところ林業費補助金でございます。３９２万７千円収入未済がござい

ますが、これは繰越事業に係る林地崩壊防、防止事業費の補助金でございます。次に３５ページを

お開きください。８目の災害復旧費県補助金のとこの農地災害復旧費補助金でございます。ここに

３６４万２千３０円の収入未済がございますが、これも繰越事業に係る県補助金でございます。次

に３９ページをお開きください。中ほどの財産売払収入でございます。まず土地建物売払収入１３

８万７千８２５円計上しております。これにつきましては不用地の売却が４件、出羽川改修関係１

件の町有地売却収入でございます。その下の不要品売払収入でございますが、これは日和小学校の

不用備品売却などの収入でございます。次に４１ページをお開きください。１８款繰入金でござい

ます。１目の財政調整基金繰入金でございますが２億５千万を、２億５千万円を取り崩しまして日

本一の子育て村基金へ積み立てをしております。２目の減債基金繰入金でございますが５千１１４

万８千円を取り崩しております。これは簡易水道事業会計､下水道事業会計の繰上償還に充当した

ものでございます。それから一番下のところでございますが地域福祉基金繰入金２千７９０万円を

取り崩しております。これは社会福祉総務費へ充当し、国民健康保険事業会計へ繰り出しをしたも

のでございます。４３ページをお開きください。１９款繰越金でございますが前年度繰越金２億３

千７５８万４千９６７円でございます。次に４５ページをお開きください。一番上の住宅新築資金

等貸付金元利収入でございますが、収入未済額が千２３１万６千８３０円でございます。これは前

年度に比べ８．４％減少しております。次の受託事業収入の造林受託事業収入のとこでございます

が、森林総合研究所造林受託事業収入が収入未済となっておりますが、これも繰越事業に係るもの

でございまして５２１万５千４７５円未済となっております。次に４７ページをお開きください。

雑入でございます。ここにも２件収入未済がございます。一つ目が糸谷川清掃費用負担金９０万１

千６４４円、もう一つが過年度分の生活保護費返還金徴収金戻入未済金６５万８千３０円でござい

ます。次に４９ページをお開きください。２１款町債でございますが、合計で１５億８千６７０万

円を借り入れております。ここでも収入未済額４千１８０万円ございますが、それぞれ繰越事業に

係るものでございます。続いて歳出の方へ移らしていただきます。５３ページをお開きください。

１款議会費でございますが支出済額が１億１千４３６万７千５６１円、議員共済年金制度廃止にと

もなう負担により例年より大きい支出、支出済額になっております。次に５５ページをお開きくだ

さい。２款総務費でございますが支出済額が２１億５千７７８万８千７１４円で前年度に比べ５．

５％減少しております。続いて５９ページをお開きください。中ほどやや下よりの、２５節積立金

のところでございますが財政調整基金積立金として８千９９４万１千８２２円を積み立てておりま

す。それから減債基金積立金として５億３千５０３万１千８０２円を積み立てております。減債基
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金の積み立てにつきましては起債５億円枠の枠外とした町債の償還の将来負担分について事前に積

み立てたものが多く含まれております。具体的には過疎ソフト事業の関係、山村開発センター建設

事業関係分などでございます。次に６７ページをお開きください。これも上の方の２５節積立金で

ございますが日本一の子育て村推進基金積立金、先ほどの２億５千万に加えまして、新たに５千万

と、それから寄付金も合わせまして３億５４万１千円を積み立てしております。次に８０ページを

お開きください。賦課徴収費の欄でございます。２３節償還金利子及び割引料、支出済額が２千６

４９万１千７５３円となっております。これにつきましては固定資産税の平成１８年度分評価額訴

訟の結審による還付、還付金及び還付加算金が約千７７０万円含まれております。さらに上の方で

すが８節の報償費の弁護士報酬、１９節の負担金の一番下、訴訟、訴訟費用負担金等もこれに関係

するものでございます。次に８７ページをお開きください。３款民生費でございます。支出済額が

２８億８千３１３万９千９１５円でございます。前年度に比べ８．４％増加でございます。９２ペ

ージをお開きください。一番上の方ですが社会福祉施設費の１９節補助金でございますが桃源の家

改築事業費補助金として５億５千万円を支出しております。さらに、あのぅ、繰越明許費のところ

に３千万円計上しておりますが、これは繰越事業に係るものでございます。次に１０１ページをお

開きください。３目の児童福祉施設費でございますが、１９節の負担金及び交付金のとこに病児保

育施設費整備補助金がございます。これは邑智病院と三上医院に病児保育室整備されたことに対し

ます補助金でございます。次に１０３ページをお開きください。一番下のところ４款衛生費でござ

います。支出済額が１４億２千１３５万９千８４円１１．４％の減少でございます。減少した要因

は前年度に医療福祉従事者確保奨学基金積み立てを行っていること、あるいは簡易水道事業会計へ

の繰り出しが今年、２３年度は減少したことによります。次に１０９ページをお開きください。上

のところは母子保健費でございますが１３節委託料、２０節扶助費がございます。委託料の支出済

額が９８２万２５６円、扶助費の支出済額が２千２７９万９千４５０円でございます。これは日本

一の子育て村事業の関係の妊婦、乳児検診あるいは子ども医療費助成でございますが、委託料の方

が前年度に比べまして約２２０万円の増額、扶助費の方が約７００万円の増額となっております。

次に１１５ページをお開きください。５款労働費でございます。支出済額が１億４千４９６万３千

９６７円、前年度に比べ２９．３％増加しております。１１７ページをお開きください。２目の緊

急雇用創出事業費でございますが、セラピータウン構想推進なの、など１３事業を実施しておりま

す。それから下の、３目ふるさと雇用再生事業でございますが、耕畜連携促進事業など６事業を実

施しております。次に１１９ページをお開きください。６款農林水産事業費でございますが、支出

． 。 、済額が１１億４千５４１万９千３０８円で２０ １％の減少でございます 減少した要因は前年度

農林業後継者育成奨学基金を積み立てたことや、亀、農道亀谷中線、三国橋、丹渡橋などの農業基

盤整備事業を行っておりましたが、今、２３年度は減少したためでございます。次に１３５ページ

をお開きください。２目林業振興費のとこに繰越がございます。５２２万７千円でございますが、

森林総合研究所受託事業を繰り越したものでございます。次に１３７ページをお開きください。７

款商工費でございますが支出済額が１億４千６５万９千５８６円、前年度に比べ４０ 、４１．３．

％増加しております。次に１３９ページをお開きください。上の欄は商工業振興費でございますが

新規事業として耕すシェフの研修事業を行っております。８節の報償費のとこの研修費報償金１８

０万円、それから１３節の委託料のその他委託料が１６９万９千６３５円、これは研修委託費でご

ざいます。次に１４１ページをお開きください。中ほど下より、工事請負費がございます。これは

いこいの村サッシ改修ほかの工事費でございます。３千２４０万３千円を支出しております。それ
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から一番下、８款土木費でございますが、支出済額が９億９千２７５万９千１４９円、前年度に比

べ３．１％上昇でございます。次に１４５ページをお開きください。中ほど道路維持費のとこに繰

り越しがございます。１千７万３千円でございますが、これは鹿子原郡山線、福、福原北線の繰越

事業に係るものでございます。１４９ページをお開きください。ここは道路新設改良費でございま

すが、工事請負費として２億６千４６７万９千７５０円を支出しております。路線名につきまして

は大町原猪子山線、高見宇都井線、石見中央線、田代有安線、判場川角線、中ノ原新山線、鱒渕馬

野原線について道路改良工事を行ったものでございます。次に１５３ページをお開きください。上

の方の欄は住宅管理費でございますが、１５節の工事請負費の中でございますが、ストック改善事

業として十日市団地の工事請負費が４千２４５万３千６００円でございます。それから中ほど２３

、 。節償還金利子及び割引料でございますが 支出済額が６千１０７万８千４０６円となっております

これは住宅料の算定あや、誤りによる還付金と還付加算金でございます。それから下の２目住宅建

設費のところですが、ここにも繰り越しがありまして、森実団地の造成関係１千８８５万８千円を

繰り越しております。次に１５５ページをお開きください。９款消防費でございます。支出済額が

５億２千７３１万８６５円、前年度に比べ１８．１％増加でございます。次に１６１ページをお開

きください。１０款教育費でございます。支出済額が１０億５千３０４万６千２４６円、前年度に

比べ８．４％減少しております。次に１６９ページをお開きください。２項の小学校費１目学校管

理費でございますが、平成２２年度からの繰越事業がたくさんございました。住民生活に光りを注

ぐ交付金事業、きめ細やかな、きめ細かな交付金事業により各小学校の施設や設備の整備をしてお

ります。次に１７３ページをお開きください。一番下の学校建設費のとこでございますが、耐震補

強工事を実施しております。石見東小学校、口羽小学校、日貫小学校、高原小学校、阿須那小学校

。 。（ ）の各屋体を実施しております また日和小学校の解体工事も実施しております 訂正申し出承認

次に１７５ページをお開きください。中学校費の学校管理費のところでございますが、これも小学

校同様繰越事業により図書室エアコン整備等を行っております。次に１７９ページをお開きくださ

い。中ほどに学校建設費がございますが、これは石見中学校大規模施設工事等を実施したものでご

ざいます。次に１９１ページをお開きください。中ほど６目地域振興費のところでございますが、

補助金として夢づくりプラン推進事業補助金、４地区に交付しております。次に１９５ページをお

開きください。１１款災害復旧費でございます。支出済額が７千１４２万８千８３０円でございま

す。これも繰り越しがございまして千９０２万５千円を繰り越しております。次に１９７ページを

お開きください。下の方の１２款公債費でございます。支出済額が２１億９９４万９千６２８円で

ございます。前年度に比べ１４．０％減少しております。次に１９９ページをお開きください。予

備費のところでございます。合計しまして２千９３３万６千５００円を予備費の方から、それぞれ

の科目に充当しております。主なものとしましては災害復旧に８６２万４千５００円、それから国

保会計への繰り出しに６４０万円、地域貢献型集落営農ステップアップ事業補助事業に３１１万１

千円、それから名誉町民の町民葬の関係に２９８万１千円を使用しております。続いて最後のペー

ジをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が１２９億２千７５０万７千

６３２円、歳出総額が１２７億６千２１９万２千８５３円、歳入歳出差引額が１億６千５３１万４

千７７９円、翌年度へ繰り越すべき財源としまして繰越明許費繰越額が２千３４１万５千円でござ

います。実質収支額でございますが１億４千１８９万９千７７９円でございます。以上でございま

す。よろしくお願いいたします。

。 。●副議長（石橋純二） ここで休憩に入らせていただきます 再開は午前１１時とさせていただきます
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―― 午前１０時４８分 休憩 ――

―― 午前１１時００分 再開 ――

再開をいたします。●副議長（石橋純二）

番外。●沖企画財政課長（沖幹雄）

はい、沖企画財政課長。●副議長（石橋純二）

先ほどの議案第７２号の説明の中で一か所誤りがございましたので訂正●沖企画財政課長（沖幹雄）

をさしていただきたいと思います。平成２３年度邑南町一般会計歳入歳出決算書の１７３ページの

学校建設費の説明の中で各小学校の屋体の耐震補強に加えて日和小学校の解体も、ここで行ったよ

うに説明いたしましたが、日和小学校の解体は、この費目ではやっておりませんで、前のページの

１７１ページ、ここは学校管理費でございますが、そこの１３節の委託料あるいは１５節の工事請

負費の中で日和小学校の解体工事を行っておりますので、あのぅ、訂正さしていただきたいと思い

ます。

ここで、あのぅ、沖企画財政課長より訂正の、がございました。案内がござい●副議長（石橋純二）

ました。ご了解いただけますでしょうか。

（ 異議なし」の声あり）「

続いて議案の説明をお願いいたします。●副議長（石橋純二）

番外。●服部町民課長（服部導士）

服部町民課長。●副議長（石橋純二）

議案第７３号平成２３年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決●服部町民課長（服部導士）

算の承認、認定についてご説明申しあげます。１ページをお開きください。１ページから８ページ

までが歳入歳出決算書でございます。主な項目の説明につきましては、事項別明細書で説明させて

いただきますので、ここでは合計額のみ申しあげます。３ページ、４ページをお開きください。ま

ず、歳入合計でございますが、予算現額１４億９千９９６万２千円に対しまして、調定額が１５億

６３６万３４５円、収入済額が１４億８千８２５万９千２２円、不納欠損額が２千５００円、収入

未済額が１千８０９万８千８２３円でございます。なお、歳入総額につきましては、前年度と比べ

１千４６８万２千９９１円、率にして１％の減でございました。続いて、７ページ、８ページをお

開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は同額で、同額でございます。支出済額は１

４億８千７９５万７千７８２円、翌年度繰越額はなく、不用額が１千２００万４千２１８円でござ

います。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ３８万２８４円、率にして０.０３％の増

でございました。また、歳入歳出を差し引きますと３０万１千２４０円でございます。主な項目に

つきましては、事項別明細書でご説、ご説明いたしますので、９ページ、１０ページをお開きくだ

さい。まず、１款の国民健康保険税でございますが、一般被保険、保険者国民健康保険税の現年度

分につきましては、調定額１億９千３８７万４千１１６円に対しまして、収入済額が１億８千７５

６万８千２０７円で、収入未済額は６３０万５千９０９円でございます。滞納繰越、繰越分につき

ましては、調定額１千４９６万７千５５３円、５３５円に対しまして、収入済額が４６４万１千５

、 、 。８９円 不納欠損額が１件分で２千５００円 収入未済額は１千３２万３千４４６円でございます

退、退職被保険者等国民健康保険税の現年度分につきましては、調定額４千１２９万２千５８４円

に対しまして、収入済額が４千２４万１千７９３円で、収入未済額は１０５万７９１円でございま

す。滞納繰越分につきましては、調定額６９万５千５５９円に対しまして、収入済額、済額が３６

万８千３９３円で、収入未済額は３２万７千１６６円でございます。国民健康保険税全体では、徴



- 16 -

収率が９２.８％、前年度と比べ１.１％下がり、収入未済額は１３３人で１千８００万７千３１２

円、前年度と比べ２３２万８千５１８円、率にして１４.９％の増でございます。次に、１１ペー

ジ、１２ページをお開きください。４款の国庫支出金の国庫負担金でございますが、療養給付費負

担金につきましては、一般被保険者の療養給付費のほか、老人保健医療費拠出金、介護納付金、後

期高齢者医療支出金に対する３４％の国庫負担金でございまして、合計で２億３千３３８万６千９

３０円でございます。高額医療費共同事業負担金につきましては、歳出の高額医療費共同事業医療

費拠出金に対する４分の１の国庫負担金でございまして、６６５万９千７１円でございます。特定

健康診査等負担金につきましては、特定健診等の保健事業に対する３分の１の国庫負担金でござい

まして、２５０万９千２００円でございます。次に、国庫補助金でございますが、普通調整交付金

が８千７０３万３千円で、前年度と比べ３１６万８千円、率にして３.８％の増でございます。特

別調整交付金につきましては、７５６万９千円で、前年度と比べ２０１万４千円、率にして３６.

３％の増でございます。次に、３０、１３ページ、１４ページをお開きください。５款の県支出金

、 、 、 、の県負担金でございますが 高額医療費共同事業負担金 特定健康 特定健康診査等負担金ともに

国庫負担金での説明と同様でございまして、それぞれ４分の１の６６５万９千７１円と、３分の１

の２５０万８千円でございます。次に、県補助金でございますが、１５ページ、１６ページをお開

き、お開きください。普通調整、普通財政調整交付金が４千９４万８千円で、前年度と比べ１２９

万６千円、率にして３.１％の減でございます。特別財政調整交付金につきましては、３９２万６

千円で、前年度と比べ７３万円、率にして１５.７％の減でございます。次に、６款の共同事業交

付金でございますが、これは高額医療費の保険者負担に対する共同事業による歳入でありまして、

保険者負担が８万円を超え８０万円以下の部分は、保険財政共同安定化事業交付、交付金として５

９％が、保険者負担が８０万円を超えた部分は、高額医療費共同事業交付金として同じく５９％が

、 。 、交付され 平成２３年度には合計で１億５千６４８万２千２０８円の交付を受けております 次に

８款の療養給付費交付金でございますが、これは退職者療養給付費交付金でありまして、平成２３

年度は１億４千５４７万１３６円の交付を受けております。次に、９款の繰入金でございますが、

１７ページ、１８ページをお開きください。基金繰入金を２千９０５万５千円行っておりまして、

、 。 、 、 、前年度と比べますと 皆増となっております 次に 一般会計繰入金でございますが 保険基盤安

安定繰入、繰入金につきましては、保険料軽減分として３千１３８万８千２６０円、保険者負担、

支援分として７８９万７７２円、合計３千９２７万９千３２円繰り入れております。前年度と比べ

て１４９万２千８０６円、率にして３.７％の減でございます。一般会計繰入金につきましては、

合計１億１千３７５万９千２１０円で、前年度と比べますと、財政調整繰入金の減少が影響し、３

千２１５万８千７６４円、率にして７.９％の減でありました。繰入金全体では、１億８千２０９

万３千２４２円で、前年度と比べ４５９万６千５７０円、率にして２.５％の減でございます。次

に、１９ページ、２０ページをお開きください。１２款の前期高齢者交付金につきましては、平成

２３年度の概算と平成２１年度の精算、調整により、３億６千４３１万７２円で、７７円でござい

ます。続きまして歳出でございますが、２１ページ、２２ページをお開きください。まず、１款の

、 、 、 、 、 、総務費の一般管理費でございますが 人件費 総務 総務費の 事務費のほか 国保連合会負担金

情報システム課負担金などにより、５千４５４万４千８７７円でございます。次に、２３ページ、

２４ページをお開きください。運営委員会費につきましては、年２回運営協議会、協議会を開催し

ておりまして、２７万７千８００円でございます。続きまして、２款の保険給付費の療養諸費でご

ざいますが、一般被保険者療養給付費負担金につきましては、７億６千３２０万８２６円で、昨年
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度と比べ８７７万５千９０６円、率にして１.１％の減、退職被保険者等療養給付費負担金につき

ましては、１億５７５万５千６９１円で、前年度と比べ２千３９万６千６３０円、率にして２３.

９％の増でございます。次に、２５ページ、２６ページをお開きください。高額療養費でございま

すが、一般被保険者高額療養費負担金につきましては、１億２９５万４千９９７円で、前年度と比

、 、 、べ１０万３千８４０円 率にして０.１％の増 退職被保険者等高額療養費負担金につきましては

１千７１７万４千６８円で、前年度と比べ４７０万６千４５５円、率にして３７.７％の増でござ

います。続きまして、２７ページ、２８ページをお開きください。助産諸費の出産育児一時金につ

きましては、６件で２５２万円、葬祭諸費の葬祭費につきましては、２５件で７５万円でございま

す。なお、備考にございますように、補正対応できない時期に葬祭費が発生しておりまして、３万

円予備費を使用させていただいております。次に、２９ページ、３０ページをお開きください。４

款の介護納付金につきましては、７千１４万６千９０円で、前年度と比べ６０３万３千１２円、率

にして９.４％の増でございます。次に、５款の保健事業費の特定健康診査等事業費でございます

が、特定健診やドックの委託事業のほか、健診データの管理、啓発活動、活動などについて、１千

５４２万１００、１千５４２万１千６５３円で、前年度と比べ５８万２千７２５円、率にして３.

９％の増でございます。次に、３１ページ、３２ページをお開きください。６款の共同事業拠出金

でございますが、高額医療費が急激に増加した場合に保険者の負担を緩和するため共同事業を行っ

ておりまして、これはその事業への拠出金でございます。高額医療費共同事業医療費は、高額医療

費の保険者負担が８０万円を超える部分が該当し、その拠出金が２千６６３万６千４８１円、３３

ページ、３４ページをお開きいただき、保険財政共同安定化事業は、８万円を超え８０万円以下の

部分が該当し、その拠出金が事業費拠出金、事務費拠出金と合わせ１億４千３万７千７８２円でご

ざいます。拠出金全体では、１２１万３千９２８円、率にして０.７％増の、１億６千６６７万４

千２６３円でございます。次に、９款の諸支出金でございますが、一般被保険者保険税還付金につ

きましては、５７件で１０９万４千８００円、退職被保険者等保険税還付金につきましては、１件

で３千円、いずれも遡って資格喪失があったことによる還付でございますが、十分な予算をもって

おりませんでしたので、予備費を使用させていただいております。次に、償還金につきましては、

療養給付費等の国庫負担金と特定健診の国県負担金の返還金を、２千６８４万２千３１円でござい

ます。次に、３５ページ、３６ページをお開きください。直営診療所事業特別会計繰出金につきま

しては、特別調整交付金、交付、交付金分として、へき地診療所分が６１７万６千円、胸部エコー

画像診断装置の補助分として１０５万円、合計で７２２万６千円ございます。なお、へき地診療所

分につきましては、阿須那診療所の診療日数の増加に伴い、前年度と比べ、２８６万１千円、率に

して８６.３％の増でございます。次に、１０款の後期高齢者支援金につきましては、１億４千７

１９万１千５２６円で、前年度と比べ１千２０７万９千９２３円、率にして８.９％の増でござい

ます。次に、３７ページ、３８ページをお開きください。予備費につきましては、先ほどご説明い

たしましたように、葬祭費と還付金へ合計９２万５千円使用させていただいております。最後のペ

ージをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が１４億８千８２５万９

千２２円、歳出総額が１４億８千７９５万７千７９２円、歳入歳出差引額が３０万１千２４０円、

翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は３０万１千２４０円で、４０円でご

ざいます。以上が、平成２３年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の説明でございます。続

きまして、議案第７４号平成２３年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、ご説明申しあげます。１ページをお開きください。１ページから４ページまでが歳
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入歳出決算書でございます。主な事項の説明につきましては、事項別明細書で説明させていただき

ますので、ここでは合計額のみ申しあげます。まず、歳入合計額で、合計額でございますが、予算

現額９千５９２万７千円に対しまして、調定額が９千６６１万３千８６１円、収入済額は同額の９

千６６１万３千８６１円で、収入未済額はございません。なお、歳入総額につきましては、前年度

と、前年度と比べ１千４３３万３３２円、率にして１４.７％の増でございました。続いて、３ペ

ージ、４ページをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は同額でございます。支

出済額が９千４７６万９千３６円、翌年度繰越額はなく、不用額が１１５万７千９６４円でござい

ます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ１千５００万６千７０４円、率に、率にして

１８.８％の増でございました。また、歳入歳出を差し引きますと１８４万４千８２５円でござい

ます。主な事項につきまして事項別明細書でご説明、ご説明いたします。５ページ、６ページをお

開きください。まず、１款の診療収、診療収入でございますが、国民健康保険診療報酬収入が３１

８万８千９９２円、社会保険診療報酬収入が１０、１３５万５千７８９円、一部負担金が３８１万

４千９１０円、その他診療報酬収入が２２万９千７６４円、後期高齢者医療診療報酬収入が２千１

９１万９千３０５円、診療収入全体で３千５０万８千７６０円で、前年度と比べ５４３万５千８５

、 。 、 、 。６円 率にして２１.７％の増でございます 続きまして ７ページ ８ページをお開きください

３款の繰入金でございますが、一般会計繰入金につきましては、５千５６７万４千円、事業会計繰

入金につきましては、国民健康保険事業特別会計でご説明いたしました特別調整交付金、交付、交

付金分として７２２万６千円でございます。次に、５款の諸収、諸収入の雑入でございますが、保

険対象外の自費などの負担金収入で５８万５千１０４円でございます。続きまして、歳出でござい

ますが、９ページ、１０ページをお開きください。まず、１款の総務費の、総務費の一般管理費で

ございますが、人件費、事務費、管理費で５千９５７万５千５４２円、前年度と比べ１千１６１万

５千２９０円の増でございます。また、１１ページ、１２ページをお開きいただき、備品購入費で

ございますが、国民健康保険事業特別会計でご説明いたしました特別調整交付金、交付金分として

補助を受けました阿須那診療所の胸部エコー画像診断装置のほか、阿須那診療所の複写機、井原診

療所と日貫診療所のテレビとエアコンを購入しております。次に、２款の医業費でございますが、

、 、医療費消耗品材料費が５１万５千３１８円 薬など医薬品衛生材料費が１千７９３万２千５４４円

合計で１千８４４万７千８６２円、前年度と比べ３３９万１千４１４円の増でございます。次に、

３款の公債費でございますが、元金が１千６３７万３千６３２円、１３ページ、１４ページをお開

きいただき、利子が３７万２千円、合計で１千６７４万５千６３２円でございます。なお、年度末

の地方債残高は阿須那診療所分として４千９７１万３千５９９円でございます。予備費の使用はご

ざいません。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が

９千６６１万３千８６１円、歳出総額が９千４７６万９千３６円、歳入歳出差引額が１８４万４千

８２５円、翌年度に繰りこ、繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の１８４万

４千８２５円でございます。以上が、平成２３年度国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出

決算の説明でございます。続きまして議案第７５号平成２３年度邑南町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明申しあげます。１ページをお開きください。１ページから

４ページまでが歳入歳出決算書でございます。主な項目の説明につきましては、事項別明細書で説

明させていただきますので、ここでは合計、合計額のみ申しあげます。まず、歳入合計でございま

すが、予算現額３億４千６２７万６千円に対しまして、調定額が３億４千５６４万１千７００、７

４６円、収入未済額が、収入済額が３億４千５６１万８千１１６円。不納欠損額が３千９５０円、
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収入未済額が１万９千６８０円でござ、ございます。なお、歳入総額につきましては、前年度と比

べ２３１万３千６３５円、率にして０.７％の減でございました。続いて、３ページ、４ページを

お開きください。歳出の、歳出の合計でございますが、予算現額は同額でございます。支出済額が

３億４千２４８万２千８２９円、翌年度繰越額、繰越額はなく、不用額が３７９万３千１７１円で

ございます。なお、歳出総額につ、総額につきましては、昨年度と、前年度と比べ２０９万４千１

１２円、率にして０.６％の減でございました。また、歳入歳出を差し引きますと３１３万５千２

。 、 。 、８７円でございます 主な項目につきまして事項別 事項別明細書でご説明いたします ５ページ

６ページをお開きください。まず、１款の後期高齢者医療保険料でございますが、特別徴収保険料

につきましては、年金から天引きされるものでございまして、現年度分が６千９９０万９２０円で

ございます。普通徴収、普通徴収保険料につきましては、納付書、口座振替により直接納付するも

のでございまして、現年度分が２千１４９万７１０円、滞納繰越分が２千４００円でございます。

なお、保険料全体では、徴収率が１００％ではありますが、収入未済額は２名で１万９千６８０円

でございます。次に、３款の保健事業委託金でございますが、後期高齢者の健康診査を後期高齢者

医療広域連合から委託され、２２５万２５８円を収入しております。続きまして、４款の繰入金で

ございますが、７ページ、８ページをお開きください。一般会計繰入金でございますが、事務費繰

入金、保険基盤安定繰入金、療養給付費負担金繰入金を合わせまして２億３千５９２万１千円でご

。 、 、 、 、 。ざいます 次に ６款の諸収入でござい ございますが ９ページ １０ページをお開きください

雑入として、保険料還付返戻、返納金を３万円、過年度療養給付費負担金返還金を１千２６６万５

千６８８円収入しております。続きまして、１１ページ１２ページをお開きいただき、歳出でござ

います。まず、１款の総務費の一般管理費でございますが、情報システム課負担金をはじめとする

事務費が、７３２万４千５０４円でございます。次に、２款の後期高齢者医療広域連合納付金でご

ざいますが、保険料等負担金につきましては、１３ページ、１４ページをお開きください。保険料

負担金が９千１３５万８千７５０円、保険基盤安定負担金が６千２１万１千７４円、合計で１億５

千１５６万９千８２４円でございます。療養給付費負担金につきましては、１億８千７２万３８２

円でございます。次に、３款の保健事業費でございますが、歳入でもご説明いたしました広域連合

から委託を受けて行う健診事業で、２２８万７千３１８、１８円でございます。１５ページ、１６

ページをお開きいただき、予備費につきましては使用しておりません。最後のページをお開きくだ

さい。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が３億４千５６１万８千１１６円、歳出総

額が３億４千２４８万２千８２９円、歳入歳出差引額が３１３万５千２８７円、翌年度に繰り、繰

り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の３１３万５千２８７円でございます。以

上が、平成２３年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の説明でございます。よろしくお願

いいたします。

番外。●上田水道課長（上田英至）

はい、上田水道課長。●副議長（石橋純二）

議案第７６号平成２３年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の●上田水道課長（上田英至）

認定についてご説明いたします。決算書の１ページをお開きください。１ページから４ページまで

は歳入歳出の決算書でございますが、詳細は事項別明細書でご説明いたします。合計のみ歳入から

説明いたします。予算現額は６億５千６９８万８千円、調定額は６億６千８９万９千９５６円、収

入済額は６億５千９０６万６７２円、収入未済額は１８３万９千２８４円でございます。３ページ

をお開きください。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額でございます。支出済額は６億５
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千３２５万２千６４９円、不用額は３７３万５千３５１円でございます。歳入歳出差し引き額は５

８０万８千２３円でございます。５ページをお開き、お開きください。歳入でございますが、分担

金及び負担金ですが、収入済額は１０９万２千円で、内訳は新規加入分担金でございます。続いて

使用料及び手数料ですが、これは、ほとんどが水道使用料です。収入済額は２億１千１７２万６千

５０２円で、収入未済金は１７５万５千２８４円です。収納率は９９．１８％です。国庫支出金で

、 、 。すが 収入済額は４千８３７万３千円で 内訳は統合簡水事業や基幹改良事業補助金でございます

６ページをご覧ください。すいません。７ページをご覧ください。繰入金ございますが、他会計繰

入金で、収入済額は２億７千７４４万２千円でございます。繰越金ですが、前年度繰越金で収入済

額は２５５万８千８８円でございます。町債ですが、これは簡易水道建設事業債で収入済額は１億

１千７１０万円でございます。１１ページをご覧ください。歳出ですが、総務費です。支出済額は

１億２千３３５万１千８６７円でございます。主なものについてご説明いたします。需用費が２千

６８３万７千１３４円で、これは電気代と修繕料が大半を占めています。役務費が１千５８５万４

千４６４円です。１４ページをご覧ください。これは遠方監視用の通信費と水質検査手数料が主な

ものでございます。委託料が８３２万９千６０２円で、監視システムや施設等の保守点検委託料と

検針委託料が主なものでございます。公課費が１千３１万６００円でございますが、これは消費税

が主なものでございます。簡易水道事業費ですが、支出済額は１億７千３７８万８千６０４、４６

円でございます。主なものは次の１５ページの委託料の４千３０１万１千１５０円で、これは水道

工事等の設計業務委託料でございます。１５ページをご覧くださいませ。工事請負費が１億２千７

９４万９千８５０円で、これは統合簡水事業や基幹改良事業等の工事費でございます。基金積立金

が１千万１０円でございます。公債費が３億４千６１１万２千１２６円でございます。償還元金が

２億５千３３０万８０７円で、償還利子が９千２８１万１千３１９円でございます。３ページ捲っ

てただきます。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が６億５千９０６万６７２円、歳出

総額が６億５千３２５万２千６４９円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、５８０万８千２３

円でございます。続きまして、議案第７７号平成２３年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定につきまして、ご説明いたします。決算書の１ページをお開きください。１ページから４ペ

ージまでは歳入歳出の決算書でございますが、詳細は事項別明細書で説明いたします。合計のみ歳

入から説明いたします。予算現額は１０億４千７万３千円、調定額は１０億４千７３１万３千９６

１円、収入済額は１０億４千５７２万９千６０６円、収入未済額は１５８万４千３５５円でござい

ます。３ページをご覧くださいませ。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額でございます。

支出済額は１０億３千４９０万３千６３３円、不用額は５１６万９千３６７円でございます。歳入

。 。歳出差し引き額は１千８２万５千９７３円でございます 続きまして５ページをご覧くださいませ

歳入でございますが、分担金及び負担金ですが、収入済額は１千１８０万円で、内訳は衛生費分担

金が４０５万円、農林水産業費分担金が２４５万円、土木費分担金が５３０万円でございます。続

いて使用料及び手数料ですが、収入済額は１億５千７７８万５千５５２円、収入未済額は１２４万

４千３５５円です。これは、ほとんどが生活排水処理、農業集落排水、下水道の使用料で、収納率

． 。 。 、 、は９９ ２２％です ７ページをご覧ください 国庫支出金ですが 収入済額は２千６１２万円で

内訳は合併浄化槽と農業集落排水の整備にかかる交付金でございます。９ページをご覧くださいま

せ。繰入金ですが、収入済額は５億７千２２２万５千２３円で、これは他会計繰入金が５億４千３

２１万２千円と大半を占めております。残りは生活排水処理事業、農業集落排水処理事業、下水道

事業の各事業の基金繰入金でございます。繰越金でございますが、前年度繰越金で収入済額は７４
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。 。 、 、９万５千８円でございます １１ページをご覧くださいませ 町債ですが これは３事業の事業債

資本費平準化債で収入済額は２億６千７８０万円でございます。１３ページをご覧くださいませ。

歳出でございます。衛生費ですが、支出済額は９千４０８万６千３２４円でございます。生活排水

処理事業一般管理費は４千８５５万６千４１６円でございます。主なものとしまして、需用費が６

７０万２千３５５円で、これは電気代と修繕料でございます。役務費が２千４４１万９千４９５円

で、これは汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。委託料は１千７４１万７千４００円で、

これは合併浄化槽管理委託料でございます。生活排水処理事業費は４千５５２万９千９０８円でご

ざいます。主なものは、次の１５ページの工事請負費が３千１７６万１千７６５円で、これは合併

浄化槽設置工事費でございます。農林水産業費ですが、支出済額は１億３千５９５万８３６円でご

ざいます。農業集落排水事業一般管理費は８千８８３万１２５円でございます。主なものは需用費

が３千１４１万９千７１４円で、これは電気代と修繕料が主なものでございます。１７ページをご

覧ください。役務費が１千４２１万５４６円で、これは通信費と汚泥引き抜き手数料が主なもので

ございます。委託料が１千５７６万７千２７５円で、これは処理施設管理委託料でございます。農

、 、 、業集落排水事業費は４千７１２万７１１円で 主たる工事請負費が ３千５４３万７千５００円で

これは集落排水関係の工事費でございます。土木費ですが、支出済額は１億１千８７９万１千１４

円でございます。下水、下水道事業一般管理費は６千９４８万９千１１２円でございます。１９ペ

ージをご覧くださいませ。主なものとして、需用費が１千９１０万２千１６３円で、これは電気代

と修繕料が主なものでございます。委託料が３千７２８万４千７３３円で、これは処理施設管理委

託料でございます。２１ページをご覧くださいませ。下水道整備費は４千９３０万１千９０２円で

ございます。主なものは、工事請負費が１千４９１万２千１００円で、公共下水道関連の工事費で

。 。 。ございます 基金積立金は２千９０１万３千２３円でございます ２３ページをご覧くださいませ

公債費が６億５千７０６万２千４３６円でございます。償還元金が５億３７３万３千９９３円で、

償還利子が１億５千３３２万８千４４３円でございます。１ページ捲ってくださいませ。実質収支

に関する調書でございます。歳入総額が１０億４千５７２万９千６０６円、歳出総額は１０億３千

４９０万３千６３３円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、１千８２万５千９７３円でござい

ます。以上でございます。よろしくお願いします。

番外。●小林情報推進課長（小林雅博）

はい、小林情報推進課長。●副議長（石橋純二）

議案第７８号平成２３年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決●小林情報推進課長（小林雅博）

算の認定についてご説明いたします。決算書の１ページをお開きいただきたいと思います。１ペー

ジから４ページまでは歳入歳出の決算書でございますが、主な項目の説明につきましては事項別明

細書において説明しますので、ここでは合計額のみ申しあげます。歳入でございます。予算現額が

３億５千２９９万１千円、調定額３億５千５３０万８千５９１円、収入済額３億５千４６５万６千

５３８円、収入未済額６５万２千５３円でございます。続きまして、３ページをお開きください。

。 。 、歳出でございます 予算現額は歳入と同じでございます 支出済額３億４千９１９万１千８０６円

不用額３７９万９千１９４円でございまして、差し引き残高５４６万４千７３２円でございます。

続きまして事項別明細書の５ページをお開きください。歳入でございます。主なものを説明いたし

ます。最初に分担金負担金でございますが、収入済額３０５万９千９５０円でございます。これは

主に、新規加入者２６件の加入負担金と引き込み工事負担金でございます。次に、使用料手数料で

ございます。収入済額２億２千４７万８千２２１円でございます。主なものといたしましては、基
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本チャンネル利用料とインターネット利用料でございます。次に３枚捲っていただきます。１１ペ

ージをお開きください。続きまして歳出でございます。総務費の一般管理費でございます。１３ペ

ージをお開きください。１３節の委託料でございます。支出済額４千８４６万７千１１５円の内、

、 、 。 、主なものはインターネット接続料 ＩＰ電話回線料 メールサーバーの保守料でございます 次に

１４節の使用料及び賃借料の支出済額９千９６９万９千３８０円でございます。主なものは、ＩＰ

電話使用料とＮＨＫ受信料でございます。賃借料の主なものとしては電柱共架料でございます。次

に、１５節の工事請負費支出済額１千８７６万６千５５０円でございます。主なものは電柱の支障

移転に伴う光ケーブルの張替え工事でございます。次に一番下の欄、４公債費の支出済額４千７６

７万６千６３８円でございます。これは、元気な地域づくり交付金事業の借入額の元利償還金でご

ざいます。２枚捲っていただきます。最後のページでございます。実質収支に関する調書の歳入歳

出、歳入総額３億５千４６５万６千５３８円。歳出総額３億４千９１９万１千８０６円。歳入歳出

差引額５４６万４千７３２円でございます。実質収支額も同額となっております。以上でございま

す。

～～～○～～～

（決算審査の報告）

ここで、地方自治法第１９９条の規定によりまして、監査委員の決算審査結果●副議長（石橋純二）

の報告を求めます。實田代表監査委員、ご登壇を願います。

番外。●實田監査委員

實田代表監査委員。●副議長（石橋純二）

失礼します。それでは邑南町の平成２３年度決算審査の報告をいたします。平成２●實田監査委員

３年度の審査にあたりましては決算が正確に行われているかは元よりでございますが、平成２３年

度の邑南町は国の経済対策関連事業も終了いたしまして、過疎ソフト事業が本格化する中で町の財

政はどのようになってきたのか。また、合併後から邑南町の財政はどのように推移してきたのか、

どういう問題点があるのかを念頭に置き審査を行いました。それではお手元の審査意見書をお開き

ください。平成２３年度邑南町各会計歳入歳出決算審査意見書。地方自治法第２３３条第２項の規

定により、審査に付された平成２３年度邑南町各会計歳入歳出決算及び証書類その他の政令で定め

られた書類の審査を終了いたしましたので次のとおり意見を付します。平成２４年８月２０日、邑

南町監査委員實田譲、邑南町監査委員山中康樹、邑南町長石橋良治様。目次でございます。目次に

沿いまして意見を述べさしていただきます。また、意見の報告は、か所においては割愛をさしてい

ただきます。１ページでございます。各会計歳入歳出決算審査意見。審査の対象、各会計歳入歳出

決算書並びに関係諸帳簿、証書類。平成２３年度邑南町一般会計と下記６事業の特別会計と附属書

類であります。審査の期間、平成２４年７月の２５日から平成２４年８月１０日まで、実質１２日

間。審査の方法、この決算審査にあたり、町長より審査に付された決算報告書に基づき計数を確認

するとともに、その会計処理が適正確実に行われたかどうかを検証するため各帳票及び関係証書類

との照合等審査を実施いたしました。審査の結果、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属

書類の計数は、関係諸帳簿、証書類を点検審査した結果、一般会計と国民健康保険事業特別会計間

において、疑義のある処理がなされ、決算を終えております。しかし、広い視野にたった連結決算

からしますと、決算計数に支障はないものと思われますが、適切な予算、決算会計処理とは言い難

い面もあります。また、審査の結果の詳細は以下のとおりであります。２ページでございます。決

算の概況、はじめにということで、平成２３年度は、国の経済対策関連事業も終了となり、その中
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でも邑南町においては、日本一の子育て村構想やＡ級グルメなど斬新な事業を展開し、邑南町の存

在をアピールした年度でありました。決算収支の状況、平成２３年度の一般会計、特別会計を合わ

せた決算規模は下記のとおりであり、平成２２年度と比較しますと歳入総額においては５．４２％

の減少、歳出総額においては５．０５％の減少となっております。平成２３年度の会計別決算収支

の状況は表のとおりでございます。表を見ていただきますと合併当時の１７年度の歳入歳出と２３

年度を比較してみますと、双方とも約３０億円ばかり、それぞれ減少しております。これは経費の

削減や合併効果による歳出の削減により決算規模が縮小しております。また１７年度から縮小する

中で、町民の要望にも応える数多くの事業を行いながら地方債が約６６億円縮減をしております。

また積立金においても約１３億円増額ができたことは邑南町の財政は、財政計画に沿い健全化に向

かって大きく成果を上げることができたと、できております。３ページでございます。普通会計で

あります。概要は、平成２３年度一般会計における事業は、平成２０年度から実施されてきた経済

対策等の関連事業も平成２３年度をもって終了となっております。平成２３年度からは過疎ソフト

事業が本格化して様々な分野の事業が展開され、一般会計の歳入総額は１２９億２千７５０万円、

前年度比４．７％の減。歳出総額は１２７億６千２１９万円、前年度比４．２％の減となっており

ます。４ページでございます。電気通信事業特別会計の概要、決算の概要は表のとおりでございま

す。審査結果でございます。地上デジタル放送に移行され、町民の利用促進や町民のニーズに応え

られる番組の提供が望まれる中で、有料多チャンネルの加入者が１３０世帯となっております。利

用料収入は年間８７万円に対して、有料多チャンネルの年間経費は２８８万円掛かっております。

非常に非効率な事業でありますので、今後加入促進を図って採算が見込まれる約３００世帯への加

入ができうるかどうか。また、本チャンネルは嗜好性の高いチャンネルでもありますので、今後の

事業の方向を検討すべきではないかと考えられます。財政状況、普通会計の決算状況は表のとおり

でございます。下から３段目の繰上償還金は、２３年度は行われておりません。５ページでござい

ます。財政指標等の状況は表のとおりでございます。審査結果でございます。ここ近年、標準財政

規模が増加してきておりましたが、平成２３年度になり地方交付税と臨時財政対策債とで、約２億

１千万円減少し、標準財政規模は約２億１千８００万円減少しております。また、こうした状況の

もとで、病院事務費補助や本格化してきた過疎ソフト事業に係る一般会計からの引当増額により、

結果として経常的経費が増えたことにより、経常収支比率は、対前年度比６．９ポイント増加とな

り悪化しております。積立金は、新たに創設された日本一の子育て村推進基金や減債基金の積増し

により、６億３千５００万円増加となっております。また、地方債については、今年度は繰上償還

はありませんでしたが、通常の償還額が発行額を上回り３億１千４００万円減少しております。６

ページでございます。普通会計歳入状況、自主、依存、財源別の概要は表のとおりでございます。

審査結果です。普通会計の歳入総額の内、７０％弱が地方交付税をはじめとする国や県からの財源

に依存しております。自主、依存財源別の構成は昨年度とは、横這い状況となっている中で、町税

収入がじり貧状況にあります。また反面では、未収金も増加をしております。人口の減少や景気の

低迷が続いており、自主財源に乏しい町財政は少しでも依存財源に頼らない体質づくりが必要であ

。 。 、 、 。ります ７ページでございます 普通会計歳出状況 性質別経費 概要は表のとおりでございます

審査結果でございます。事業が減少している中で物件費が増加、要因は緊急雇用、ふるさと雇用の

委託料の増約３千万円のほか、その他の委託料や医療関係備品の増加によるものであります。補助

費等の増加は、日本一の子育て村事業の取組みによるもので、また繰出金の減少につきましては、

簡易水道事業特別会計は、２２年度において事業債の繰上償還が行なわれていたこと。また簡水、
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下水道事業ともに繰越された交付金事業で２２年度は事業費が増加していたものが、２３年度には

減少したためであります。投資的経費の減少につきましては、普通建設事業で前年度からの繰越事

業が減少したためであります。８ページでございます。目的別経費、概要は表のとおりでございま

す。審査結果でございます。議会費の増加は、議員年金制度の変更によるものであります。民生費

の増加は主に桃源の家改築にともなう補助金が要因であります。労働費の増加は、ふるさと雇用、

緊急雇用の事業量の増加にともなうものでございます。また、減少では、衛生費の減少は簡易水道

事業の事業債への繰上償還が２３年度は大きく減少し、これにともない一般会計からの繰出金が減

少したものであります。また農林水産業費の減少は、２２年度には耕畜連携補助金、パイプハウス

整備の交付金事業や基盤整備事業があったためにこれらの減によるものであります。教育費の減少

は、２２年度においてプールの改修、太陽光システム設置など多数事業があったため、２３年度の

教育費が減少となったものであります。９ページでございます。普通会計からの、普通会計の収支

から見た積立金と地方債の推移でございますが、左の方の歳入の部と歳出の部の表を見ていただき

ますと一般会計でいう損益の項目と貸借の項目で構成されております。網掛けの部分の貸借の部分

の項目を除いて、両方とも網掛けの部分を除いて実質収支を見てみますと、２３年度を見てみます

と差額が８億７千８６８万９千円となっております。これと２２年度からの繰越金を足しますと、

まあ、２３年度の財源がでてまいります。これによって積立金の状況、地方債の状況によって、ま

た差引しますと２４年度の繰越金の状況がよく分かるんではないかというふうに思います。まあ、

別の角度から見れば積立金、地方債がどのように推移していったのか、よく分かると思います。１

０ページでございます。財産の管理状況、平成２３年度中に取得、減少した主な財産は下記のとお

りでございます。また、物権、有価証券、出資、出捐金、債権は大きな変動はありません。１１ペ

ージでございます。現地踏査でございます。実施日は、平成２４年７月３１日１日間、８か所を踏

査をいたしました。学校では、口羽小学校屋体耐震補強工事及び改修工事、二つ目は矢上小学校図

書室改修工事。また、道路改良、公営住宅建設事業では、一つ目は、平成２３年度亀谷中地区農道

舗装工事。二つ目は、公営住宅森実団地造成工事。１２ページでございます。農林商工事業では、

一つ目は、アグリサポート事業。二つ目は、農林商工等連携サポートセンター事業。また、桃源の

家新築工事事業。１３ページでございます。統合簡易水道事業平成２３年度遠方監視制御設備子局

設置事業、矢上工区でございます。審査意見でございます。８か所の現地踏査を行いましたが、い

ずれの事業も遅れなく執行されておりました。特に農林商工等連携ビジョンの耕すシェフの研修制

度事業やアグリサポート事業につきましては、素晴らしい事業ではあるとは思われますが、今後の

財政、財源が懸念される中、事業の内容や持続について検討されるよう要望いたします。１４ペー

ジでございます。普通会計審査意見、財政運営について。交付税等の増加が要因でここ近年、標準

財政規模が増加してきておりましたが、２３年度には地方交付税と臨時財政対策債とが減少し、標

準財政規模が減少となっております。標準財政規模の減と歳出に係る経常的経費の増から経常収支

比率が悪化しました。しかし、町の地方債の額も年々減少し、積立金は年々増加しております。現

時点において財政に支障はないものと思慮しております。町の歳入財源であります町税等の未収金

が増加しております。税務課に徴収専門業務担当を設けるなどして、徴収の促進を図られるよう要

望をいたします。財務事務について、事務については合併後、順調に進んでいるように思われてお

りましたが、多くの職員の退職にともなう異動によるものや、気の緩みから失念などでのミスがあ

ります。気を引き締めて、事にあたっていただきたいと思います。一つ一つの仕事にも言えること

ではありますが、特に決算の年度の締めくくりにおいては、どういう問題が起こりうるかを事前に
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各課において話し合いをして、周知徹底をして取り組まれるよう要望いたします。不用額について

は、普通会計では１億２千２２７万円となっております。主なものは小学校の耐震補強工事関係や

２２年度の繰越事業にかかるもので、事業の執行を怠ったものではないと認めました。財産管理に

ついては、下記のとおりでございます。１５ページでございます。人事管理について丸２でござい

、 、 、ますが 合併の効果による職員数が減少してきておりますが 減員によるサービス低下も考えられ

定員適正化基準の検討をされたいと思います。まあ、既に検討されていると聞いております。職員

数が減少しているにもかかわらず人件費が微増しておりますのは、社会福祉法人への職員派遣が解

かれ、役場職勤務に異動したことや、職員の共済組、組合負担金の比率が近年、毎年のように上昇

してきたものによるであります。１６ページ、公営企業会計、国民健康保険事業特別会計、決算の

概要は表のとおりでございます。審査意見です。平成２２年度までに国民健康保険税が引き上げら

れ、ある程度療養給付費等が賄える状態となっております。療養給付費につきましては、一般被保

険者分がやや減少、退職被保険者等が増加となり、療養給付費全体では増加傾向にあります。会計

としては、一般会計繰入金や基金取り崩しにより、財源補てんしている状況であります。今後の運

営には慎重に対応すべきであります。一方、保険税の収入未済額は、ここ近年増加して、１千８０

０万７千円となっております。本年度、大幅に増加しているので、一層の徴収努力をされるよう要

望いたします。今後、保険基盤についての厳しさは続くものと見込まれ、また制度の変革も予想さ

れておりますので、保健指導の充実を図り、早期発見早期治療を推奨し、保険基盤のさらなる安定

に努められるよう要望をいたします。１７ページでございます。国民健康保険直営診療所事業特別

会計、決算の概要は表のとおりであります。審査意見です。平成２２年度の９月から阿須那診療所

に常勤医師による診療が再開されたことにより、平成２３年度は診療収入が５４３万円増加いたし

ておりますが、人件費が約１千万円増加しており、収支状況は悪化となっております。公共的な施

設ではありますが、最寄りの病院への十分なアクセスを図ることを見込んで、今後の診療所のあり

方を考えられるよう要望いたします。１８ページでございます。後期高齢者医療事業特別会計、決

算の概要は表のとおりでございます。審査意見でございます。平成２０年度から始まった後期高齢

者医療事業は、平成２３年度には被保険者が３千１８２人となり昨年度より４５人の減少となって

おります。今後とも高齢者の保健福祉の充実、健康、保健指導事業が各課連携して行われるよう体

制等検討して、健全な保険事業が運営されるよう要望いたします。１９ページでございます。簡易

水道事業特別会計、決算の概要は表のとおりでございます。審査意見です。邑南町は簡易水道を９

事業、飲料水供給施設を５施設の計１４水道施設を設置しております。平成２３年度末における簡

易水道等の整備率は９５％でありますが、個人設置井戸等による未加入者も多く、普及率は約８２

％となっております。また施設の中には、４０年以上経過している施設もあり、老朽化が進み機器

の故障や漏水等が度々発生しております。漏水による有収率は、７０％強で推移しております。非

効率となっております。今後は給水人口の減少と高齢化が進み、料金収入は減少するものと考えら

れ、更に平成２９年度からは、上水道事業となり地方公営企業法が適用され、企業会計原則に基づ

く独立採算制が求められる公営企業となりますので、老朽化にともなう施設の改修や更新、維持管

理体制の見直し等が急務であります。町民に安心安全な飲料水を低コストで無駄なく供給できる健

。 。 、全経営の基盤の構築を図られるよう要望いたします ２０ページであります 下水道事業特別会計

。 。 、決算の概要は表のとおりでございます 審査意見です 下水道の平成２３年度末における普及率は

８９．８％となっており、全国的にも高い水準となっております。設備区分では農業集落排水が３

８．８％、公共下水道が２４．５％、合併浄化槽が２５．４％、小規模簡易排水が１．１％となっ
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ております。公共下水道事業は、平成２３年度で全ての工事が終了しております。今後は合併浄化

槽の設置事業や、その他の施設の維持管理が主体となります。維持管理につきましては、管理費が

高額でありますので、今後管理の方法を含め検討されるよう要望いたします。２１ページでござい

ます。平成２３年度財政健全化審査意見書、審査の結果でありますが、健全化判断比率は下記の表

のとおりでございます。個別意見であります。実質赤字比率、また連結決算、連結実質赤字比率に

つきましては、赤字はございませんので該当する数値はありません。実質公債費比率であります。

平成２３年度の実質公債費比率３か年平均は１５．７％となり、平成２２年度算定分の１６．７％

と比較しますと１ポイント改善されております。単年度の比率では、平成２１年度が１７．９％、

平成２２年度が１４．７％、平成２３年度が１４．７％となっております。平成２３年度の数値に

つきましては、分母となる標準財政規模が約２億１千８００万円減少したものの、分子となる元利

償還金等も約６千３００万円減少しており、単年度比率では前年度と同じ数値になっております。

実質公債費比率の平均値は、早期健全化基準の２５％を下回っております。また前年度に引き続い

て地方債の借入において県知事の許可が必要となる１８％をも下回り健全な数値に近づいておりま

す。なお、全国の市区町村平均は、１０．５％となっております。２２ページでございます。将来

負担比率でございます。平成２３年度の将来負担比率は、１５４．１％となっており、平成２２年

度算定分の１６２．１％と比較しますと８ポイント改善されております。これは普通会計に係る地

方債の現在高が減少したことに加え、簡易水道事業及び下水道事業においても計画的に繰上償還が

実施されていることによるものであります。将来負担比率は、早期健全化基準の３５０％を下回っ

ておりますが、全国的に見てみますと市町村の平均は７９．７％と比較した場合には高い数値に、

まだなっております。是正改善を要する事項でございますが、これまで起債発行額の抑制、繰上償

還による公債費の縮減を進めた、きた結果、実質公債費比率及び将来負担比率に、ともに改善傾向

。 。 、にあります また将来の公債費負担に加えて減債基金を計画的に積み立てられております しかし

地方交付税等に財源の多くを依存している本町におきましては、国の地方財政対策の動向によりま

しては比率が再び悪化することも考えられます。適切な財政計画の立案と計画に沿った財政運営に

努めていただくよう要望いたします。２３ページでございます。平成２３年度簡易水道事業特別会

計経営健全化審査意見書、審査の結果でございます。個別意見でございますが、資金不足比率につ

きましては、資金不足はございませんので特に指摘する事項はございませんが、２９年度からは公

営企業に移行され独立採算制となりますので、移行後にも資金不足が生じないよう基盤の構築を図

られることを要望いたします。２４ページでございます。平成２３年度下水道事業特別会計経営健

全化審査意見書。審査の結果でございます。個別意見でございますが、資金不足比率につきまして

は資金不足はございません。改善する事項も特にございません。２５ページでございます。基金運

用状況審査意見書、審査の対象は下記の六つの基金でございます。審査の内容は、内容、運用は下

。 。 、記の明細や裏面の表のとおりでございます ２６ページの審査結果でございます 定額運用基金は

それぞれ目的をもって積み立てられた基金であり、町民の教育、文化、医療福祉の向上を図るため

の基金であります。土地開発基金の用地分につきましては当初、目的をもって先行取得された物件

であります。計画変更により取得時のまま現在に至っております。新たな利用方法を検討されるよ

う要望いたします。また高額療養費貸付金の利用者がありませんでしたが、町民の中には制度を承

知してない方もあります。安心して療養が受けられるよう、周知を図られるよう要望いたします。

また文化、芸術振興基金につきましては、生涯学習の一環としてカルチャーバス利用等に運用され

ております。今後とも利用促進を望むところでございます。また奨学基金につきましては、平成２
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３年度末で利用者は３０名で微増をしております。しかし、近年経済不況の影響もあり、償還が遅

れる者もありますので、早めに対応を図られるよう要望いたします。また医療福祉従事者確保奨学

基金は、決算年度中に６名の貸与がありました。今後多くの利用が望まれます。また農林業後継者

育成、育成基金も、決算年度中に１名の貸与がありました。今後とも、多くの利用が望まれるとこ

ろでございます。２８ページでございます。最後に決算審査のまとめでございます。平成２３年度

の邑南町の決算は、国の経済対策関連事業も本年度をもって終了となっております。平成２３年度

からは、過疎ソフト事業が本格化して、日本一の子育て村構想や食のＡ級グルメを売り出すなど、

邑南町の独自の事業として広く存在感をアピールすることができたことは、町長を始めとし、関係

者の皆さんの努力のたまものであると思っております。一方、財政面におい、おきましては、地方

交付税や臨時財政対策債などの減少が要因で、標準財政規模は縮減しております。また、こうした

状況のもとで本格化してきた過疎ソフト事業等に係る一般財源からの引当が増加して、経常収支比

率は悪化となっております。しかし、収支におきましては、積立金の積み増しや、地方債において

は償還額が発行額を上回り残高が減少したことは、財政運営にゆとりができて、歳入総額の減少す

る中で評価をしております。今後も国の政策によっては、地方交付税など歳入額の減少が考えられ

る中で、町の事業のあり方や経費面において一層の削減、財産運用の見直しや多額化が進んでいる

未収金、現在で、２３年度末で７千７７５万円となっております。これの徴収など、適切な財政計

画の立案と計画に沿った財政運営に努められるよう要望いたします。また本年度決算において、疑

義のある処理がなされ、遺憾に思っております。改善計画を立てて、再びこのようなことが行われ

ないことを望みまして審査意見とさしていただきます。

ここで休憩に入らさせていただきます。再開は、午後１時１５分とさせていた●副議長（石橋純二）

だきます。

―― 午後 ０ 時１８分 休憩 ――

―― 午後 １ 時１５分 再開 ――

再開をいたします。続いて、議案の説明をお願いいたします。●副議長（石橋純二）

はい、議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第７９号から議案第８２号までの提案理由をご説明申しあげます。議案●石橋町長（石橋良治）

第７９号邑南町防災会議条例の一部改正についてでございますが、これは災害対策基本法の改正に

伴い、所要の改正を行うものでございます。議案第８０号邑南町災害対策本部条例の一部改正につ

いてでございますが、これも災害対策基本法の改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。

議案第８１号邑南町下水道条例の一部改正についてでございますが、これは下水道法施行令の改正

に伴い、所要の改正を行うものでございます。議案第８２号邑南町情報通信施設条例の一部改正に

ついてでございますが、これはチャンネルサービスの見直しなど、必要な改正を行うものでござい

ます。以上、詳、詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させますのでよろしくお願いし

ます。

議長、番外。●細貝危機管理課長（細貝芳弘）

はい、細貝危機管理課長。●副議長（石橋純二）

。 、 、●細貝危機管理課長（細貝芳弘） 議案第７９号の詳細についてご説明を申しあげます 先に あのぅ

この議案と次の議案８０号につきましては、６月２７日施行の災害対策基本法の改正によるもので

。 、 、 、 。 、 、ございます それでは あのぅ 議案書３枚目 新旧対照表をお開きくださいませ まず あのぅ
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右の表でございますが、現行規定中、第２条第１項第２号の町の地域に係る災害が発生した場合に

おいて、当該災害に関する情報を収集することとありますが、これは改正法の市町村災害対策本部

の条文中に、このことが規定されました。このため災害、防災会議の分掌としての根拠がなくなっ

たことによりまして削るものでございます。また左の表をちょっとご覧くださいませ。第２号第３

号でございます。これは、あのぅ、改正法の市町村防災会議の規定に、町長の諮問に応じて町の地

域に係る防災に関する重要事項を審議すること。また前号に規定する重要事項に関し、町長に意見

を述べることということが新たに加えられため規定したものでございます。続いて左の表の第２条

第１項第４号、５号、５号中の前４号につきましては、新たに、先に第３号を加えたため、１号ず

つ繰り下げたことによります。続きまして次のページお開きくださいませ。これは改正法に市町村

防災会議の委員に自主防災組織を構成する者の規定が加えられたことによりまして、左の表でござ

いますが、第３条第５項第８号に規定したものでございます。また同条第７項でございますが、第

５項第７号の委員の任期を規定しておりましたが、これに第８号の委員を加えたため左の表でござ

。 、 。 、います 下線部分に 及び第８号を規定したものでございます 改正本文に帰っていただきまして

附則としまして、第１項に施行日を公布の日からとしていおります。また第２項でございますが、

経過措置としまして、第３条第５項第８号の規定により任命されました自主防災組織を構成する者

の任期につきましては、第３条第７項の委員の任期２年としておりますが、現在の委員の残任期間

と同等扱いとする旨規定したものでございます。続いきまして、議案の第８０号をご説明申しあげ

ます。これも議案書３枚目、新旧対表照、対照表で説明をさしていただきますのでお開きください

。 。 、 、ませ それでは議案書新旧対照表の右の表でございます 現行規定中 第２３条第７項については

法では災害対策本部に関し、必要な事項は市町村の条例で定めるとあります。これが市町村災害対

策本部の条項が新設されまして、改正法では第２３条の２第８項に規定されたため左の表、下線の

とおり改正するものでございます。改正条例本文に戻っていただきまして、附則に施行日を公布の

日からとしております。以上、議案第７９号、第８０号につきまして、地方自治法第９６条第１項

の規定によりまして議決をお願いするものでございます。ご審議のほどをよろしくお願いします。

番外。●上田水道課長（上田英至）

はい、上田水道課長。●副議長（石橋純二）

議案第８１号邑南町下水道条例の一部を改正する条例につきましてご説●上田水道課長（上田英至）

明いたします。改正点につきましては新旧対表で、対照表で説明いたします。お開きください。別

、 、 、 、表中第４３号を第４４号とし 第２７号から第４２号までを １号ずつ繰り下げ 第２６号の次に

次の１号を加えるものでございます。２７号１．４―ジオキサン１リットルにつき０．５ミリグラ

ム以下。本改正は、下水道法施行令の一部を改正する政令が、平成２４年５月２３日に公布され、

特定事業場から下水の排除の制限に係る水質の基準を定める令第４条、第９条の４第１項に追加さ

れたため改正するものでございます。なお、本剤は主に医薬品合成原料として使用されております

が、本町においては、使用する特定事業場はございません。以上でございます。よろしくお願いし

ます。

番外。●小林情報推進課長（小林雅博）

はい、小林情報推進課長。●副議長（石橋純二）

議案第８２号、議案第８２号邑南町情報通信施設条例の一部改正に●小林情報推進課長（小林雅博）

ついてご説明申しあげます。このたびの改正の主なものといたしましては、現行の多チャンネルの

料金プラン３プランを１プランに統合しようとするものでございます。平成２３年３月定例会にお
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きまして、多チャンネルプランを３段階の料金プランに分ける改正を行い、１年半経過いたしまし

た。その結果、お試しプランとデラックスプランの契約者が極端に少なく、ほとんどがスタンダー

ドプランの契約者でございました。このため３段階の料金プランを１プランに統合する改正をお願

いするものでございます。また、数項目の用語説明についての改正もあわせてお願いするものでご

ざいます。それでは新旧対照表をご覧ください。用語説明の改正からでございます。一枚捲ってい

ただきまして、９引込線の説明でございます。現行の分岐分配器から光電変換装置まで及び光電変

換装置からターミナルアダプタまでの伝送路をいう。の下線部分を削除し、改正後は分岐分配器か

ら光電変換装置までの伝送路をいう。に改正いたします。次に、１０引込工事でございますが、現

行の引込線と光電変換装置及びターミナルアダプタの設置工事をいう。括弧、光電変換装置の電源

工事を含む。括弧の下線部分を削除し、引込線と光電変換装置の設置工事をいう。に改正いたしま

す。次に１１宅内線でございますが、現行の括弧の方、引込工事で行うターミナルアダプタへの伝

送路は除く。を削除し、改正後はターミナルアダプタ及び電源供給器への伝送路を含む。に改正い

たします。次に第１７条の利用の休止、廃止及び再開始ですが、一枚捲っていただきます。改正後

の６項を新設するものでございます。これは賃貸住宅の入居者に対する手数料納付の条文でござい

ます。次に一枚捲っていただき、別表第２、１５条関係の多チャンネルの利用料プランについての

改正となります。現行中段の テレビ多チャンネルのセットトップボックス１台目、お試しプラン

３００円、スタンダードプラン８００円、デラックスプラン千２００円を、改正後はセットトップ

ボックス１台目８００円に改正いたします。次のセットトップボックス２台目以降１台につき、お

試しプラン２００円、スタンダードプラン３００円、デラックスプラン４００円を、改正後はセッ

トトップボックス２台目以降１台につき３００円に改正するものでございます。次のページの上か

ら２段目でございます。現行のテレビ有料放送チャンネル、括弧テレビ基本チャンネルの追加サー

ビスを、改正後は、括弧テレビ多チャンネルの追加サービスに改正するものでございます。以上、

地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いい

たします。

はい、議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第８３号、議案第８４号の提案理由をご説明申しあげます。まず、議案●石橋町長（石橋良治）

第８３号邑南町健康センター基金条例の制定についてでございますが、これは邑南町健康センター

の整備、修繕等の財源として基金を設置しようとするものでございます。次に、議案第８４号邑南

町日本一の子育て村推進本部設置条例の制定についてでございますが、これは子育て支援施策を総

合的かつ積極的に推進するための体制整備をしようとするものでございます。以上、詳細につきま

しては、それぞれ担当課長から説明させますのでよろしくお願いします。

番外。●森岡生涯学習課長（森岡弘典）

はい、森岡生涯学習課長。●副議長（石橋純二）

議案第８３号邑南町健康センター基金条例の制定についてご説明を●森岡生涯学習課長（森岡弘典）

申しあげます。本基金条例は健康センターの施設整備及び修繕等の財源に充て、充てるための基金

を設置する、設置するために制定するものでございます。条例案の方をご覧くださいませ。邑南町

健康センター基金条例第１条邑南町健康センターの施設整備及び修繕等の財源に充てるため、邑南

町健康センター基金、括弧以下カギ括弧、基金という。括弧を設置する。第２条基金として積み立

てる額は、当年度予算に定めた額とする。第３条基金に属する現金は金融機関への預金その他最も
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確実かつ有利な方法により保管しなければならない。第４条基金の運用から生じる収益は、一般会

計歳入歳出予算に計上して、この基金に繰り入れるものとする。第５条町長は、第１項の目的のた

めにの資金として、基金を取り崩し予算に計上し、これを使用することができる。第６条この条例

に定める、定めるもののほか、基金の管理及び処分に必要な事項は、町長が別に定める。附則この

条例は平成２４年１０月１日から施行する。以上、邑南町健康センター基金条例を制定していので

地方自治法９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいた

します。

番外。●原定住促進課長（原修）

はい、原定住促進課長。●副議長（石橋純二）

議案第８４号邑南町日本一の子育て村推進本部設置条例の制定についてご●原定住促進課長（原修）

説明申しあげます。条例案をご覧ください。本条例は、日本一の子育て村構想推進のために、推進

本部を設置することについて定めるものでございます。第１条には、趣旨として子育て支援を総合

的かつ積極的に推進することを目的とし、本部の設置及び組織等を定めるものとしております。第

２条では、本部の所掌事務を定めており、第３条では、本部を構成する組織を規定しております。

第４条では、その組織のうち、本部会議について、その構成や本部長及び副本部長の職、本部員の

構成及び本部会議の招集等について定めております。第５条では、幹事会の担当事務及び組織構成

、 、 。 、を規定しており 第６条では 部会の担当事務及び部会長について規定しております 第７条では

事務局の設置について、第８条では委任規定について定めており、附則において、この条例は交付

の日から施行することとしております。適切な議決を賜りますようよろしくお願いいたします。

はい、議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第８５号の提案理由をご説明申しあげます。財産の取得についてでござ●石橋町長（石橋良治）

いますが、これはおおなんバス１台を更新しようとするものでございます。詳細につきましては、

定住促進課長から説明させますのでよろしくお願いします。

番外。●原定住促進課長（原修）

はい、原定住促進課長。●副議長（石橋純二）

議案第８５号財産の取得についてご説明申しあげます。本議案は平成２４●原定住促進課長（原修）

年度社会資本整備総合交付金等により、おおなんバス大朝線の車両を取得したいので、地方自治法

第９６条第１項及び邑南町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定により議会の議決を求めるものでございます。取得物件は２７人乗り、運賃表示器付きマイ

クロバス１台でございます。取得の目的は邑南町内の地域住民及びその他に邑南町に日常の用務を

有する者の交通手段を確保し、公共の福祉に資するためのものでございます。指名競争入札により

取得金額は１千２万６千４５０円でございます。取得の相手先は島根県邑智郡邑南町矢上８２番地

、 。 、３ 共栄自動車有限会社代表取締役日野原克行氏でございます ８月２２日に指名競争入札を行い

落札決定をいたしましたので、翌日付で仮契約を締結しております。ご審議のうえ適切な議決を賜

りますようお願い申しあげます。

番外。●石橋町長（石橋良治）

石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第８６号の提案理由をご説明申しあげます。邑南町辺地に係る公共的施●石橋町長（石橋良治）

設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定についてでございますが、これは今年度から事業実



- 31 -

施の辺地につきまして５年間の総合整備計画を策定しようとするものでございます。詳細につきま

しては、企画財政課長から説明させますのでよろしくお願いします。

番外。●沖企画財政課長（沖幹雄）

はい、沖企画財政課長。●副議長（石橋純二）

議案第８６、８６号邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関す●沖企画財政課長（沖幹雄）

る財政上の計画の策定についてご説明申しあげます。別紙、総合整備計画をご覧ください。辺地の

総合整備計画につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関

する法律に基づきまして、辺地債を活用しまして事業を実施する場合において、辺地の地区ごとに

当該年度から５年間を期間として定めることになっております。本整備計画は、今年度から事業実

施の町道日南川松木線の改良及び町道簾金毘羅線の改良について平佐辺地及び吉原丸子辺地の５年

間の総合整備計画を策定するものでございます。まず、別紙の１枚目でございますが、平佐辺地の

関係でございます。１番目の事項、辺地の概況についてですが、辺地度点数が１２９点で、法規定

の点数を満たしておるところでございます。２番目の事項、公共的施設の整備を必要とする事情で

ございますが、町道日南川松木線は日南川集落と松木集落を結ぶ生活道であり、道路改良により交

通安全と利便性の向上を図ろうとするものでございます。３番目の事項、公共的施設の整備計画で

ございますが、町道日南川松木線道路改良でございます。期間は、平成２４年度から平成２８年度

までの５年間、改良延長２００メートル、幅員は５メートルの事業でございます。総事業費１億５

００万円、財源としましては５千万円を交付金、残りの一般財源のうち５千４９０万円を辺地債で

借り入れる予定としております。次に、別紙の２枚目をご覧ください。吉原丸子辺地の関係でござ

います。１番目の事項、辺地の概況についてですが、辺地度点数が１０４点で、法規定の点数を満

たしておるところでございます。２番目の事項、公共的施設の整備を必要とする事情でございます

が、町道簾金毘羅線は幅員が狭くカーブも多く勾配もきついため、道路改良により交通安全と利便

。 、 、性の向上を図ろうとするものでございます ３番目の事項 公共的施設の整備計画でございますが

町道簾金毘羅線道路改良でございます。期間は、平成２４年度から平成２８年度までの５年間、改

良延長千メートル、幅員は５メートルの事業でございます。総事業費３億１千５００万円、総事業

費３億１千５００万円、財源としては１億９千５００万円を交付金、残りの一般財源のうち１億１

千９５０万円を辺地債で借り入れる予定としております。以上が概要でございますが、このたびの

辺地計画の策定につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に

関する法律第３条第４項の規定により島根県と協議済みでございます。同条第１項の規定により議

会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。

はい、議長、番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●副議長（石橋純二）

議案第８７号から第９３号までの提案理由をご説明申しあげます。議案第８●石橋町長（石橋良治）

７号平成２４年度邑南町一般会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ２億６千５８３万２千円を

増額するものでございます。議案第８８号平成２４年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算

第２号は、歳入歳出それぞれ４万円を増額するものでございます。議案第８９号平成２４年度国民

健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第１号は、歳入の組替えでございます。議案第９０号平

成２４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号は、これも歳入の組替えでございま

す。議案第９１号平成２４年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ

５８０万円を増額するものでございます。議案第９２号平成２４年度邑南町下水道事業特別会計補
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正予算第２号は、歳入歳出それぞれ４０万円を増額するものでございます。議案第９３号平成２４

年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ５６９万２千円を増額する

ものでございます。詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させますのでよろしくお願い

いたします。

番外。●沖企画財政課長（沖幹雄）

沖企画財政課長。●副議長（石橋純二）

議案第８７号平成２４年度邑南町一般会計補正予算第３号についてご説●沖企画財政課長（沖幹雄）

明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳出予算の補正額でございま

すが、歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億６千５８３万２千円を増額いたしまして、１１９億４

千６４８万６千円とするものでございます。詳細につきましては、後ほど事項別明細書の方で説明

を申しあげます。第２条では地方債の補正がございます。詳細につきましては、捲っていただきま

して６ページをお開きください。６ページは第２表地方債の補正でございます。まず、臨時財政対

策債の補正でございます。補正前の額３億６００万円に９千２８０万円増額して３億９千８８０万

円としております。続きまして、中ほどですが、新規のものでございます。急傾斜地崩壊防止対策

事業債が２００万円、現年発生農地補助災害復旧事業債が３９０万円、現年発生農業用施設補助災

害復旧事業債が１５０万円、現年発生林道補助災害復旧事業債が７００万円、現年発生公共土木施

設補助災害復旧事業債が９００万円としております。以上により合計しまして。たいへん失礼しま

した。現年発生公共土木施設補助災害復旧事業債が９０万円としております。以上により合計しま

して１３億５千７６０万円の地方債が、１４億６千５７０万円になるものでございます。続きまし

て、事項別明細の方へいっていただきまして、４ページをお開きいただきたいと思います。歳入で

ございます。主なもののみ説明さしていただきます。１０款地方交付税でございます。７月２４日

の交付決定により普通地方交付税を２千７７７万２千円減額としております。以下１２款以降は、

。 。ずっと災害復旧の関係や事業費の増減による補正を計上しております ８ページをお開きください

１５款県支出、支出金でございます。一番上の総務管理費補助金でございますが、生活排水関係の

三つの交付金が一本化されて生活排水処理促進交付金とされております。この関係で組み替えを行

。 、 。っております また 新たな補助金として越境通勤助成事業の補助金４５万円を計上しております

補助率は２分の１でございます。続きまして保健衛生費補助金でございますが、プログラミング言

語ルビーを用いたシステム開発に係る費用として、県から２４１万５千円をいただくこととしてお

ります。補助率は２分の１でございます。それから教育費の方へ行っていただきまして、社会教育

費補助金でございますが、県の補助制度の改編による組み替えを行っております。説明欄の上の方

の補助金名が下から、下の三つの名前というふうに変更となっております。差し引きまして増額と

なりました部分は小中学生への地域医療や郷土教育に関係する部分でございます。１６款財産収入

でございます。土地建物貸付収入を２０８万円減額しておりますが、これは広島市安佐南区の土地

を売り払ったことによる貸付収入の減でございます。次に１０ページをお開きください。一番上の

、 。土地建物売払収入でございますが 安佐南区土地売払収入６千３１６万５千円を計上しております

１７款寄付金でございます。一般寄付金として４万円、ふるさと寄付金として１０万円をいただき

ましたので、それぞれ増額をしております。続いて１８款繰入金でございます。財政調整基金繰入

金を４千９９６万３千円減額しております。これは１号補正で財源として４千９９６万３千円を取

り崩すこととしておりましたが、それを取り止めるということでございます。次に１２ページ、１

２ページをお開きください。１９款は繰越金でございます。前年度繰越金ですが、決算によりまし
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て１億３千１８９万９千円増額しております。続いて２０款諸収入でございます。普通建設事業受

託事業収入、これは森林総合研究所と公社造林受託事業収入それぞれ増額をしております。一番下

の２１款町債でございますが、先ほど地方債補正で説明しましたとおりでございます。続いて１６

ページをお開きください。歳出でございます。主なもののみご説明いたします。２款総務費の一般

管理費でございますが、２５節積立金に３千３８３万４千円を計上しております。この内訳は減債

基金への積み立てが３千３７３万４千円、ふるさと基金への積み立てが１０万円でございます。次

に財産管理費の方に行きまして旧矢上高校瑞穂分校解体事業費に５００万円を計上しております。

その下マイクロバス購入費に８９２万２千円を計上しております。続いて企画費の方へ行きまして

一番下でございますが、新たに石見養護学校教育振興会補助事業費２０万円を計上しております。

これは矢上高校教育振興会と同様、支援をしようとするものでございます。次に１８ページをお開

きください。一番上の地域振興及び人口定住対策費のところでございますが、越境通勤助成実証実

験事業費として９０万円を計上しております。これはＵＩターン者への広島市内への通勤、通学の

助成について実証実験をしようとするものでございます。それから下に行きまして賦課徴収費でご

ざいます。ゴルフ場に係る平成２１年度評価額訴訟結審にともなう固定資産税の還付金、裁判費用

等を計上しております。システム更新費については、あのぅ、訴訟のことは関係ございません。２

５ページをお開きください。４款衛生費でございます。保健衛生総務費のところでございますが、

繰出金として簡易水道事業特別会計繰出金、下水道事業特別会計繰出金、直営診療所事業特別会計

繰出金、それぞれ減額しておりますが、これはそれぞれ特別会計の前年度決算により繰越金が生じ

ましたので、その分一般会計からの繰り出しを減じようとするものでございます。次に２６ページ

をお開きください。６款農林水産業費でございます。農地費のところの繰出金で下水道事業特別会

計繰出金、農業集落排水分でございますが、これも前年度決算に基づき繰り出しを減額するもので

ございます。一番下に施設整備管理費がございます。堆肥化処理施設茅場処理場屋根改修事業費千

８５０万円を計上しております。これは昨年度調査委託しました結果に基づきまして屋根の改修工

事をしようとするものでございます。次に２８ページをお開きください。一番上の林業振興費のと

ころでございますが、森林総合研究所造林受託事業、公社造林受、受託事業につきまして、合わせ

て千１４６万４千円総額するものでございます。８款の土木費に行っていただきまして下水道費の

繰出金でございますが、これも前年度決算による減額でございます。それから下の方へ行っていた

だきまして道路維持費の増額を計上しております。３０ページをお開きください。一番上の工事請

負費の説明欄のところでございますが、新たな細目として町道福原北線、町道三葉横引線、町道田

代有安線についてそれぞれ計上しておりますが、これらは道路維持費の範疇ではございますが、今

後起債対応の可能性があるため、それぞれ別細目として計上しております。次の道路改、道路新設

改良費でございます。町内ネットワーク道路整備事業、戸河内線の防災対策事業の関係でございま

すが、１千３９７万円減額しております。これは地滑りの可能性があることが判明し、しましたた

め、工事費を減額し、して委託料に組み替え、全面的な調査をしようとするものでございます。次

に３２ページをお開きください。一番上の住宅管理費のところの公営住宅解体事業費、断魚住宅で

ございますが、入居者の方が居られなくなりましたので計画により解体しようとするものでござい

。 。ます 次の住宅建設費のところで森実住宅と市木若者定住住宅それぞれ事業費を増額しております

９款の消防費でございますが、消防設備費のところで防火水槽有蓋化事業費４５０万円を計上して

おります。これは町内防火水槽への蓋がけについて、これまで何回かに分けて事業実施してまいり

ましたが、今回で終了することになります。次、防災費でございますが、一番下のところに防災安
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心の手引きパンフレット作成費３１０万円を計上しております。これは住民用の防災の教科書とい

えるものでございます。続きまして３６ページをお開きください。１０款教育費の社会教育総務費

のところでございますが、先ほど歳入のところで申しました補助金の組み替えによりまして歳出の

方も組み替えをしております。社会教育施設費でございますが、邑南町健康センター基金管理費と

して６千３１６万６千円を計上しております。このたび新たに基金を設けて、将来、健康センター

元気館の施設整備や修繕に充当しようとするものでございます。続いて、１１款災害復旧費でござ

います。７月初めの大雨により各地で災害が発生しております。まず農地災害復旧事業でございま

すが羽須美地域が１か所、瑞穂地域が８か所、石見地域が１か所でございます。次の農業用施設災

害復旧事業でございますが羽須美地域が１か所、瑞穂地域が２か所、石見地域が２か所でございま

す。次に３８ページをお開きください。林道災害復旧事業でございますが、羽須美地域が２か所、

瑞穂地域が５か所でございます。公共土木災害復旧事業費でございますが羽須美地域が１か所、瑞

穂地域が１か所でございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。

議長、番外。●服部町民課長（服部導士）

はい、服部町民課長。●副議長（石橋純二）

議案第８８号平成２４年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第●服部町民課長（服部導士）

２号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額に、

歳入歳出それぞれ４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１５億３千６２３万

２千円とするものでございます。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書の４ペ

ージ５ページをお開きください。このたびの補正は、平成２３年度の決算に伴います繰越、繰越金

と国庫支出金の返還金が生じております、おりますので、必要となります修正により、補正を行っ

ております。まず、歳入でございますが、９款の基金繰入金につきまして、前年度繰越金から歳出

でご説明いたします返還金を差し引いた額２６万１千円を減額しております。次に、１０款の繰越

金につきましては、平成２３年度決算に伴うものでございまして、３０万１千円の増額でございま

す。次に、６ページ７ページをお開きいただき、歳出でございます。９款の諸支出金の償還金でご

ざいますが、平成２３年度の出産育児一時金の国庫補助金につきまして、返還金が生じております

ので、その額４万円を増額しております。以上が、国民健康保険事業特別会計補正予算第２号の説

明でございます。続きまして、議案第８９号平成２４年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別

会計補正予算第１号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。第１条歳

入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は、第１表歳入

歳出予算補正による、によるとしておりまして、歳入歳出予算の総額につきましては修正しないも

のでございます。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書の２ページ、３ページ

をお開きください。このたびの補正は、平成２３年度の決算に伴います繰越金が生じておりますの

で、一般会計繰入金の修正を行っております。まず、３款の一般会計繰入金につきましては、次の

繰越金を受け１８４万４千円を減額しております。次に、４款の繰越金につきましては、平成２３

年度決算に伴うものでございまして、同額の１８４万４千円を増額しております。以上が、国民健

康保険直営診療所事業特別会計補正予算第１号の説明でございます。続きまして、議案第９０号平

成２４年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号について、ご説明申しあげます。予

算書の１ページをお開きください。第１条歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入予算の金額は、第１表歳入、歳入歳出予算補正によるとしておりまして、歳入歳

出予算の総額につきましては修正しないものでございます。詳細につきましては、予算に関する説
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明書の事項別明細書の２ページ、３ページをお開きください。このたびの補正は、平成２３年度の

決算に伴います繰越金が生じておりますので、一般会計繰入金の修正を行っております。まず、４

、 。 、款の一般会計繰入金につきましては 次の繰越金を受け３１３万５千円を減額しております 次に

５款の繰越金につきましては、平成２３年度決算に伴うものでございまして、同額の３１３万５千

。 、 。円を増額しております 以上が 後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号の説明でございます

以上、議案８、第８８号、８９号、９０号につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定により

議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いをいたします。

番外。●上田水道課長（上田英至）

上田水道課長。●副議長（石橋純二）

議案第９１号平成２４年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号●上田水道課長（上田英至）

につきましてご説明いたします。１ページをお開きください。第１条歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ５８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億４６９万９千円とす

るものでございます。歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。詳細については事項別明細

書の方で説明いたします。第２条地方債の補正は第２表地方債補正によるものでございます。４ペ

。 、ージをお開きください 簡易水道事業債を補正前の限度額１億４千３７０万円を２６０万円増額し

補正後の限度額を１億４千６３０万円とするものでございます。これにより地方債合計額の補正後

の限度額を同額の１億４千６３０万円とするものでございます。続きまして、主な補正につきまし

てご説明いたしますので事項別明細書の４ページをお開きください。歳入でございますが、他会計

繰入金が５９６万２千円の減額でございます。また前年度繰越金が、５７０万円、５７０万８千円

の増額でございます。雑入は３４５万４千円の増額で県事業補償費と災害罹災給付金によるもので

ございます。町債は２６０万円の増額でございます。６ページをご覧ください。歳出の一般管理費

でございますが、県事業の支障移転工事により工事請負費が２４３、４万円の増額。施設整備事業

費の配水管敷設工事により工事請負費が２２２万円の増額でございます。続きまして、議案第９２

号平成２４年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号についてご説明いたします。１ページを

ご覧くださいませ。第１条歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４０万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１０億１千８９万６千円とするものでございます。歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予

算、歳入歳出予算補正によるものでございます。主な補正につきましてご説明いたしますので、事

項別明細書の４ページをお開きください。歳入でございますが、他会計繰入金が１千３２万５千円

の減額でございます。また前年度繰越金が、１千７２万５千円の増額でございます。６ページをご

覧くださいませ。歳出の生活排水処理事業一般管理費の需用費が、４０万円の増額です。下水道事

業一般管理費は組み替えでございます。以上でございます。よろしくお願いします。

番外。●小林情報推進課長（小林雅博）

はい、小林情報推進課長。●副議長（石橋純二）

議案第９３号平成２４年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第●小林情報推進課長（小林雅博）

２号についてご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額から歳

入歳出それぞれ５６９万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を４億１千８８１万８千円にするも

のでございます。詳細については予算に関する説明書でご説明いたします。事項別明細書の４ペー

ジをご覧ください。歳入でございます。２款使用料及び手数料１１４千円の増額でございます。こ
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れは多チャンネル３０件分の利用料とＳＴＢ２０台分のリース料でございます。５款財産収入の財

産売払収入１８１千円の増額でございます。これはＳＴＢ１０台分の売払収入でございます。７款

繰越金前年度繰越金の確定により５３９万７千円の増額でございます。６ページをご覧ください。

歳出でございます。１款総務費、一般管理費２５９万３千円の増額でございます。これは施設維持

費としてＴＡ１００台の購入、サービス業務費としてＳＴＢ３０台分の購入及びＢＳ放送の送信設

。 、 。定費でございます ３款基金積立金 電気通信事業基金積立金３０９万９千円の増額でございます

以上、補正額合計５６９万２千円の増額でございます。よろしくお願いいたします。

以上で執行部の説明は終了いたしました。●副議長（石橋純二）

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第７ 請願文書表

日程第７、請願文書表を議題といたします。本定例会までに受理いたしており●副議長（石橋純二）

ます請願は、お手元に配布いたしております請願文書表のとおりでございます。ここでお諮りをい

たします。請願第２号並びに請願第３号につきましては、総務常任委員会に付託をいたしたいと思

います。これにご異議はございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。したがいまして、請願第２号並びに請願第３号につきま●副議長（石橋純二）

しては、総務常任委員会に付託することに決定をいたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

散会宣告

以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日はこれにて散会といたし●副議長（石橋純二）

ます。大変ご苦労さんでございました。

―― 午後 ２ 時 ６ 分 散会 ――
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